


　
明
治
３５
年
３
月
、
旅
籠
町
（
現
・
入
舟

町
）
に
て
生
ま
れ
る
。
本
名
諸
岡
寅
雄
。

実
父
は
、
船
長
を
し
て
い
た
が
、
５
月
１８

日
に
遭
難
し
死
亡
。
そ
の
後
、
弁
天
町
の

活
版
印
刷
業
・
中
野
喜
八
郎
の
長
男
と
し

て
養
子
と
な
る
。
実
母
は
当
時
健
在
で
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
寅
雄
は
、
深
く
文
芸
に
興
味
を
持
ち
新

派
和
歌
の
若
い
詩
人
達
が
集
う
海
峡
詩
社

を
起
こ
し
そ
の
中
心
と
な
っ
て
雅
号
を
「
砂

山
影
二
」
ま
た
は
草
夢
（
く
さ
ゆ
め
）
と

い
っ
た
。
函
館
中
学
（
現
・
函
館
中
部
高

等
学
校
）
の
出
身
で
生
活
派
の
歌
を
詠
み
、

函
館
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、
郷
土
詩
集

と
も
言
う
べ
き
純
短
歌
数
百
首
を
「
坊
っ

ち
ゃ
ん
の
歌
集
」
と
し
て
出
版
す
る
。
　

　
石
川
　
木
の
賛
美
者
で
　
木
に
深
く
私

淑
し
、
「
立
待
岬
に
し
よ
ん
ぼ
り
立
て
る

　
木
の
墓
標
に
夕
べ
の
雨
は
そ
ぼ
降
る
」

の
歌
を
残
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
友
人
等
が
語
る
に
は
、
歌
集
が
出
来
る

た
び
に
東
京
へ
行
き
帰
途
海
峡
で
僕
は
死

ぬ
ん
だ
、
剃
刀
一
挺
あ
れ
ば
喉
を
突
い
て

海
に
入
る
ん
だ
と
豪
語
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　
大
正
７
年
４
月
、
『
銀
の
壷
』
創
刊
号 

を
発
行
。
中
野
草
夢
名
で
九
首
発
表
。
６

月
、
『
銀
の
壷
』
第
２
号
を
発
行
。
九
首

発
表
。
長
谷
川
海
太
郎
が
参
加
し
て
、
短

歌
会
を
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
正
８
年
３
月
、
『
銀
の
壷
』
第
５
号

発
行
。
は
じ
め
て
砂
山
影
二
名
で
二
十
四

首
発
表
。
５
月
、
『
銀
の
壷
』
第
６
号
発

行
。
砂
山
影
二
名
で
九
首
。
草
夢
名
で
四

首
発
表
。
７
月
、
『
銀
の
壷
』
第
７
号
発

行
。
砂
山
影
二
名
で
九
首
。
草
夢
名
で
、

は
じ
め
て
３
行
書
き
短
歌
八
首
を
発
表
。

『
櫻
草
』
Ｎ
ｏ
５
に
砂
山
影
二
名
３
行
書

き
で
五
首
発
表
。
『
銀
の
壷
』
第
８
号
発

行
。
砂
山
影
二
名
で
八
首
発
表
。
口
絵
に

自
分
の
肖
像
写
真
を
載
せ
る
。 

　
大
正
９
年
１
月
、
『
櫻
草
』
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ

７
発
行
。
８
月
、
『
銀
の
壷
』
と
『
櫻
草
』

が
合
併
し
、
『
海
峡
』
創
刊
第
一
集
が
発

行
。
十
一
首
発
表
。
『
海
峡
』
発
行
後
は
、

砂
山
影
二
名
以
外
の
名
前
で
の
発
表
は
な

い
。
ま
た
、
以
後
総
て
の
作
品
が
３
行
書

き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
正
１０
年
３
月
、
『
海
峡
』
第
４
集
発

行
。
十
四
首
発
表
。
５
月
、
処
女
歌
集
『
坊

ち
ゃ
ん
の
歌
（
集
）
』
発
行
。
未
発
表
作

品
を
含
み
三
百
七
十
六
首
発
表
。
歌
集
の

巻
頭
に
は
「
わ
が
い
の
ち
　
こ
の
海
峡
の

浪
の
間
に
　
消
ゆ
る
日
を
想
ふ
　
¦
岬
に

立
ち
て
」
な
ど
が
あ
り
、
人
知
れ
ず
悩
み

苦
し
ん
だ
様
が
伺
え
る
。
　
　
　
　
　
　

　
大
正
１０
年
５
月
１８
日
未
明
、
連
絡
船
伏

木
丸
か
ら
津
軽
海
峡
に
投
身
自
殺
。
遺
体

は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
友
人
・
油
川
鐘
太
郎
へ
宛
て
た
遺
書
　

　
何
に
も
言
は
な
か
つ
た
事
を
ゆ
る
し
て

呉
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
何
か
し
ら
兄
に
告
げ
る
こ
と
が
出
来
得

な
か
つ
た
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
で
は
僕
は
ゆ
く
　
さ
よ
う
な
ら
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¦
連
絡
船
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
山
影
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
取
材
協
力
・
資
料
提
供
／
佐
藤
和
範
（
市
立
函
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
校
教
諭
）
　 



　
忍
者
ギ
ャ
グ
マ
ン
ガ
「
落
第
忍
者

乱
太
郎
」
を
原
作
と
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

今
年
放
送
１９
年
目
を
迎
え
、
多
く
の

子
供
た
ち
に
夢
と
笑
い
を
与
え
続
け

る
人
気
ア
ニ
メ
「
忍
た
ま
乱
太
郎
」
。

乱
太
郎
、
き
り
丸
、
し
ん
ベ
エ
を
は

じ
め
と
し
た
ア
ニ
メ
で
も
お
な
じ
み

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
が
、
会
場
の
皆

様
と
楽
し
く
遊
び
回
る
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
。
　
　
　
　

　
時
は
戦
国
時
代
。
由
緒
正
し
い
ヒ

ラ
忍
者
の
家
に
生
ま
れ
た
乱
太
郎
は
、

エ
リ
ー
ト
忍
者
に
な
っ
て
欲
し
い
と

い
う
両
親
の
期
待
を
胸
に
、
忍
者
学

園
に
入
学
。
忍
者
学
園
の
生
徒
は
忍

者
の
た
ま
ご
、
「
忍
た
ま
」
と
呼
ば

れ
る
。
忍
た
ま
た
ち
の
毎
日
を
明
る

く
、
楽
し
く
、
愉
快
に
描
い
た
作
品
。

■
お
残
し
は
許
し
ま
へ
ん
で
ー
の
段

　
エ
コ
に
取
り
組
み
始
め
た
忍
術
学

園
…
。
今
日
も
朝
食
前
、
乱
き
り
し

ん
の
３
人
組
は
文
句
を
言
い
な
が
ら

も
学
園
内
外
の
掃
除
を
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
時
、
村
の
分
別
ゴ
ミ
を
ヘ

ム
ヘ
ム
が
荒
ら
し
て
い
る
と
村
中
大

騒
ぎ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ヘ
ム
ヘ
ム
の
濡
れ
衣
を
晴
ら
そ
う

と
、
し
ん
べ
エ
を
先
頭
に
決
然
と
立

ち
上
が
る
３
人
組
。
怪
し
い
爺
さ
ん
、

忍
術
学
園
最
強
の
食
堂
の
お
ば
ち
ゃ

ん
も
絡
ん
で
大
騒
動
。
エ
コ
に
目
覚

め
る
か
３
人
組
。
結
末
は
い
か
に
…
。

　
食
堂
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
台
詞
「
お

残
し
は
許
し
ま
へ
ん
で
ー
」
を
合
言

葉
に
環
境
問
題
を
勉
強
し
な
が
ら
、

笑
い
と
、
歌
と
、
踊
り
い
っ
ぱ
い
の

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１１
日
�
①
午
前
１１
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
２
時
　
　

料
金
　
お
と
な
　
　
　
１
５
０
０
円

　
　
　
こ
ど
も
（
高
校
生
以
下
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
（
全
席
自
由
）
　
　
　
　
　

※
３
歳
未
満
膝
上
無
料
。
但
し
、
座

　
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
　
　
　

問
合
せ
　
�
５７
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
）

　
オ
ペ
ラ
の
最
高
傑
作
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
る
ビ
ゼ
ー
作
曲
『
カ
ル
メ
ン
』

を
東
京
に
本
拠
を
置
く
歌
劇
団
ア
ー

ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が
、
原
作
に
基
づ

い
た
演
出
で
、
優
れ
た
キ
ャ
ス
ト
陣
、

豪
華
な
舞
台
衣
装
、
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
照
明
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン

と
打
楽
器
に
よ
る
生
演
奏
で
、
迫
力

の
あ
る
華
麗
な
舞
台
を
繰
り
広
げ
ま

す
。
よ
り
多
く
の
方
に
オ
ペ
ラ
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
場
面
を
厳

選
し
、
日
本
語
に
よ
り
上
演
し
ま
す
。

指
揮
・
演
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
山
田
純
彦
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
カ
ル
メ
ン
　
　
　
　
小
島
り
ち
子

　
ド
ン
・
ホ
セ
　
　
　
大
野
　
光
彦

　
エ
ス
カ
ミ
ー
リ
ョ
　
成
田
　
博
之

　
ミ
カ
エ
ラ
　
　
　
　
西
森
　
由
美

○
合
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
オ
ペ
ラ
ア
ー
ツ
合
唱
団
　
　
　
　

○
エ
レ
ク
ト
ー
ン
　
　
　
　
　
　
　

　
西
岡
奈
津
子
、
黒
澤
有
香
　
　
　

○
打
楽
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
野
美
音
、
阿
部
剛
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１６
日
�
午
後
６
時
３０
分

料
金
　
一
般
　
　
　
　
２
０
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下
　
１
０
０
０
円

　
　
　
（
全
席
指
定
・
当
日
５
０
０
円
増
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
こ
の
公
演
は
、
宝
く
じ
の
助
成
に

　
よ
り
特
別
料
金
に
な
っ
て
い
ま
す

問
合
せ
　
�
５５
¦
３
５
２
１
　
　
　

　
　
　
　
（
芸
術
ホ
ー
ル
）
　
　
　

　 



　
圧
倒
的
な
ラ
イ
ブ
空
間
を
創
る
！！

ピ
ア
ノ
と
カ
ホ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
・
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
　

　
左
か
ら
読
む
と
ピ
ア
ノ
、
右
か
ら

読
む
と
カ
ホ
ン
と
な
る
、
鍵
盤
と
打

楽
器
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
ユ

ニ
ッ
ト
。
力
強
く
て
激
し
い
ピ
ア
ノ

の
旋
律
、
独
特
な
存
在
感
を
も
つ
カ

ホ
ン
の
音
色
。
２
つ
の
楽
器
が
見
事

　 
               

に
マ
ッ
チ
し
た
演
奏
は
非
常
に
重
厚

で
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
イ
ン
ス
ト
ゥ

ル
メ
ン
タ
ル
」
と
表
現
さ
れ
る
。
圧

倒
的
な
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

話
題
を
呼
び
、
全
国
の
大
型
フ
ェ
ス

で
の
会
場
動
員
記
録
を
更
新
。
海
外

で
の
評
価
も
高
く
世
界
で
も
熱
狂
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
最
少
編

成
に
し
て
無
限
大
の
音
を
奏
で
る
↓

Ｐ
ｉ
ａ
¦
ｎ
ｏ
¦
ｊ
ａ
Ｃ
↑
。
稲
妻

ピ
ア
ノ
、
爆
裂
カ
ホ
ン
に
よ
っ
て
世

界
の
法
則
が
乱
れ
る
。
　
　
　
　
　

出
演
　
立
成
隼
人
（
ピ
ア
ノ
）
　
　

　
　
　
森
富
正
宏
（
カ
ホ
ン
）
　
　

日
時
　
１０
月
１８
日
�
午
後
７
時
　
　

料
金
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
１
５
０
０
円

　
　
　
　
（
全
席
指
定
・
当
日
５
０
０
円
増
）

※
学
生
券
は
芸
術
ホ
ー
ル
、
市
民
会

　
館
、
七
飯
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
北

　
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
み
の

　
取
扱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
）

　
実
力
者
揃
い
の
パ
ワ
フ
ル
な
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
＆
ソ
ロ
は
、
世
界
的
な
レ

ベ
ル
を
誇
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
           

メ
ン
バ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
曽
根
　
真
（
ピ
ア
ノ
）
　
　
　

　
エ
リ
ッ
ク
宮
城
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

　
木
幡
光
邦
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
　

　
奥
村
　
昌
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
　

　
岡
崎
好
朗
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
　

　
中
川
英
二
郎
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

　
片
岡
雄
三
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）
　

　
山
城
純
子
（
バ
ス
・
ト
ロ
ン
ボ
ー

　
　
ン
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
近
藤
和
彦
（
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）

　
池
田
　
篤
（
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）

　
三
木
俊
雄
（
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
）

　
岡
崎
正
典
（
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
）

　
岩
持
芳
宏（
バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス
）

　
中
村
健
吾
（
ベ
ー
ス
）
　
　
　
　

　
高
橋
信
之
介
（
ド
ラ
ム
）
　
　
　

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
小
曽
根
真
が
率
い
る

総
勢
１５
名
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
。
メ
ン

バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
自
身
の
バ
ン
ド

な
ど
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
日
本
を
代
表
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
た
ち
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
醍
醐
味
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
く
れ
る
小
曽
根

真
＆
Ｎ
ｏ
　
Ｎ
ａ
ｍ
ｅ
　
Ｈ
ｏ
ｒ
ｓ

ｅ
ｓ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
２０
日
�
午
後
７
時
　
　

料
金
　
Ｓ
席
　
　
　
　
６
５
０
０
円

　
　
　
Ａ
席
　
　
　
　
５
５
０
０
円

　
　
　
（
全
席
指
定
・
当
日
５
０
０
円
増
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
）

■
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
今
年
の
４
月
、
国
立
音
楽
大
学
に

ジ
ャ
ズ
専
修
が
誕
生
。
ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ニ
ス
ト
小
曽
根
真
が
、
初
の
教
授
に

就
任
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
を
学
ぶ
こ

と
で
学
位
が
修
得
で
き
る
仕
組
み
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
中
心
の
名
門
音

楽
大
学
と
し
て
は
珍
し
い
試
み
で
す
。

　
演
奏
会
の
前
に
ピ
ア
ノ
、
金
管
楽

器
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
小

曽
根
真
を
始
め
と
し
た
音
楽
大
学
で

講
師
を
務
め
る
演
奏
家
に
よ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
　

講
師
　
小
曽
根
　
真
（
ピ
ア
ノ
／
国

　
　
　
　
立
音
楽
大
学
教
授
）
　
　

定
員
　
５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
奥
村
　
昌
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

　
　
　
　
／
国
立
音
楽
大
学
講
師
）

定
員
　
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
中
川
英
二
郎
（
ト
ロ
ン
ボ
ー

　
　
　
　
ン
／
国
立
音
楽
大
学
講
師
）

定
員
　
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
近
藤
　
和
彦
（
ア
ル
ト
サ
ッ

　
　
　
　
ク
ス
／
昭
和
音
楽
大
学
講

　
　
　
　
師
）
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
２０
日
�
午
後
５
時
　
　

受
講
料
　
無
料
（
公
演
チ
ケ
ッ
ト
お

　
　
　
　
持
ち
の
方
）
　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

　 



　
函
館
ジ
ュ
ニ
ア
・
ド
リ
ー
ム
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
定
期
演
奏
会
は
今
年

で
１２
回
目
を
迎
え
、
毎
年
交
流
を
重

ね
て
い
る
青
森
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
友
情
の
舞
台
を
子
ど
も
ら

し
い
瑞
々
し
い
感
性
で
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮
　
阿
部
哲
治
、
村
川
哲
也
　
　

演
奏
曲
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
国
民
謡
／
マ
イ
リ
ー
ド
変
奏
曲
　

（
初
心
者
教
室
）
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
／
　

　
皇
帝
円
舞
曲
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
ン
・
シ
ベ
リ
ウ
ス
／
　
　
　
　

　
交
響
詩
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」

名
作
映
画
メ
ド
レ
ー
　
　
　
　
　
　

ピ
エ
ト
ロ
・
マ
ス
カ
ー
ニ
／
　
　
　

　
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ

　
ー
ナ
」
間
奏
曲
　
　
　
　
　
　
　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
　

　
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第
７
番
　

　
第
１
楽
章
・
第
４
楽
章
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
２
日
�
午
後
１
時
　
　

会
場
　
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
　
　
　

料
金
　
一
般
　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
中
高
生
　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
小
学
生
以
下
無
料
　
　
　
　

■
弦
楽
器
体
験
レ
ッ
ス
ン
会
開
催
　

　
普
段
、
弦
楽
器
に
ふ
れ
る
機
会
の

少
な
い
お
子
さ
ま
達
に
、
実
際
に
楽

器
を
持
っ
て
も
ら
い
、
音
を
出
す
体

験
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
９
日
�
①
午
前
１０
時
　

　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
前
１１
時
　

会
場
　
函
館
市
立
鍛
神
小
学
校
　
　

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
各
回
５
名
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
〜
高
校
生
　
　
　
　

申
込
締
切
　
定
員
に
な
り
次
第
　
　

■
団
員
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
員
　
団
の
活
動
に
参
加
可
能
な
小

　
　
　
学
１
年
生
か
ら
高
校
生
　
　

準
団
員
　
初
心
者
教
室
受
講
者
（
現

　
　
　
　
在
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
み
）

　
　
　
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
に

　
　
　
　
興
味
の
あ
る
初
心
者
　
　

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
　
　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１２
時

練
習
場
所
　
定
期
練
習
は
函
館
市
立

　
　
　
　
　
鍛
神
小
学
校
な
ど
　
　

楽
器
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
型
・
特
殊
楽
器
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
用
意
い
た
し
ま
す
。

他
の
楽
器
に
つ
い
て
は
個
人
所
有
を

原
則
と
い
た
し
ま
す
が
、
楽
器
を
所

有
し
て
い
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
会
金
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
円

団
費
等
　
（
月
額
）
　
２
５
０
０
円

保
険
料
　
（
年
額
）
　
　
６
０
０
円

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
） 



ZAIDAN  MUSIC  SALON 

出演者　イル・テアトリーノ（ミニオペラ＆室内管弦楽） 
　イル・テアトリーノ（ＩＬ　ＴＥＡＴＲＩＮＯ）とは 
イタリア語で「小さな劇場」という意味。オペラの原語 
演奏とバロックの演奏様式に基づいた「笑いあり涙あり 
の舞台」をめざし、ソプラノ次藤正代とチェンバロ森洋 
子が企画したプロジェクトです。共演は三沢大樹（バリ 
トン）、遠藤幸男（ヴィオラ＆黙役）、箱館バロック合 
奏団のメンバーです。出前コンサート初のミニオペラ「奥 
様女中」はとてもわかりやすく楽しいオペラです。 
料　金　無料 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 
　　　　※当日は公共交通機関をご利用の上、上履きを 
　　　　　ご用意ください 

■レッツ！ワークショップダンス編 
日　時　９月１日�午後６時 
講　師　高橋竜太（東京バレエ団） 
会　場　函館市芸術ホール 
参加料　一般２,０００円 
　　　　学生１,０００円 
　　　　バレエ経験者コースと未経 
　　　　験者コースがありますので、 
　　　　ダンス経験がまったくない 
　　　　方もご参加いただけます。 
　　　　詳しくは、芸術ホールまで 
　　　　お問い合せください。 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 
○９月から、ワークショップ参加者による修了公演へ向 
　けての「フリー稽古場」がいよいよスタートします。 
■演劇フェスティバル 
　市内６劇団合同公演『夢の海賊』 
日　時　１１月２６日�午後６時 
　　　　　　　２７日�午後１時３０分 
会　場　函館市芸術ホール 
入場料　一般１,５００円、学生５００円 
　　　　小学生以下無料（当日各５００円増） 
　　　　※市内で活動する６劇団が一堂に会し、ひとつ 
　　　　　の作品に取り組みます。「演劇の祭典」にご 
　　　　　期待ください！ 
 

　来年２月開催の「はこだて・冬 
・アート展」の告知用ポスターデ 
ザインを募集いたします。（パソ 
コングラフィック・手書き） 
応募資格 
　函館市および近郊在住で高校生 
以上の方（プロを除く） 
　詳しくは、社会教育施設等に配 
布してある募集要項をご覧くださ 
い。 
募集締切　９月３０日� 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　新しい音楽の力でエネルギーをチャージ！ＴＳＵＫＥ 
ＭＥＮ流、生音で伝える音楽力・・・。
　ＴＳＵＫＥＭＥＮ 
（ツケメン）は、メ 
ンバー全員が音楽大 
学出身のヴァイオリ 
ン２本とピアノによ 
る音楽ユニット。ヴ 
ァイオリン、ピアノ 
の「生音」にこだわ 
り、楽器そのものが 
醸し出す倍音豊かな 
コンサートが魅力で 
す。クラシック音楽 
はもちろんのこと、 
ロマンティックな映 
画音楽、刺激的なジ 
ャズ、ゲーム音楽や 
アニメソングまで、 
幅広いジャンルをカヴァーしています。そして自ら作曲 
するオリジナル楽曲は、ＮＨＫドキュメンタリードラマ 
やテレビＣＭ・番組テーマ曲などに採用され、各方面で 
評価が急上昇、まさに時代が求める音楽そのものです。 
日　時　１２月９日�午後６時４５分 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般３,５００円、ペア券６,０００円 
　　　　学生券１,８００円　 
　　　　※ペア券・学生券は、芸術ホール、市民会館 
　　　　　七飯町文化センター、北斗市総合 
　　　　　文化センターのみで取扱。 
チケット発売日　９月１０日�　　 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　ソロやバンド５組が出演するロック、ポップスのミニ 
コンサートを開催します。 
出　演　アブノーマル共愛会バンドＡＫＢ 
　　　　佐藤　将、 ＥＬ－Ｃａｔ

,
ｓ、 ＲＷＹ１２ 

　　　　水色スタンプ 
日　時　９月２５日�午後６時３０分 
会　場　函館市芸術ホールリハーサル室 
入場料　無料 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



　高橋掬太郎は、函館で 
作った「酒は涙か溜息か」 
がヒットしたのを契機に、 
新聞記者から流行歌の作 
詩家に転身しました。そ 
の後、「ここに幸あり」「古 
城」など数々のヒット曲 
の詩を作って日本歌謡史 
に不朽の名声を残しまし 
た。今年、生誕１１０年 
を迎えたのを記念し、長 
男の高橋公郎が所蔵する 
資料を展示するとともに、 
その生涯と業績を紹介します。 
会　期　９月３日�～１１月６日�　 
会　場　函館市文学館 

　講師の長田暁二は、童謡から歌謡曲までその知識 
の幅は極めて広く、特に“日本の歌の歴史”に関す 
る研究の権威者でもあります。また、キングレコー 
ドでは高橋掬太郎の後輩として活躍しました。その 
体験をもとにした「酒は涙か溜息か」「函館ステップ」 
「足摺岬」「石狩川悲歌」「ここに幸あり」など、高橋 
掬太郎の歌の誕生の秘密などの講演です。 
講　師　長田暁二（音楽文化研究家・元キングレコ 
　　　　　ードディレクター） 
日　時　１０月８日�午後２時 
会　場　函館市中央図書館視聴覚ホール 
参加料　無料 
定　員　１５０名 
申込み　函館市文学館 
問合せ　�２２－９０１４（文学館）　 

　「函館アートフェスティバル」は、市民による展 
示とパフォーマンスを融合させた複合型の創作発表 
です。 
■出展者募集
　今年は「花－ｆｌｏｗｅｒｓ－」をテーマに、函館市 
内および近郊で創作活動をされている方を対象に出 
展者を募集します。作品のジャンル（絵画・イラス 
ト・写真・陶芸・彫刻・立体・映像等）や表現方法 
は問いません。また、年齢・性別・プロ・アマも問 
いません。 
　斬新なアイディアと豊かな感性で生まれてくる個 
性溢れる作品をお待ちしております。 
会　　期　１１月３日�～１１月７日� 
会　　場　函館市民会館展示室 
申込締切　１０月１０日� 
■ステージ・パフォーマンス出演者募集
　「花－ｆｌｏｗｅｒｓ－」をテーマとした１５分程度 
のステージパフォーマンスを行える方を募集してい 
ます。音楽・演劇・ダンス等、ジャンルは自由です。 
また、別ジャンルとのコラボレーション企画も予定 
しております。 
※音源または映像による審査を予定しております。 
日　　時　１１月５日�午後１時３０分 
会　　場　函館市民会館小ホール 
申込締切　９月１０日� 
問 合 せ　�５７－３１１１（市民会館） 
 

■ＦＭいるか「ラジオ・ステップアップ」放送中！！ 
　毎週月曜日午前１０時４０分、財団各施設の事業担 
当者が出演し、各施設の情報をお知らせしています。 
ぜひ、お聴きください。 



  

今
回
は
、
函
館
に
お
い
て
「
和
」

の
分
野
で
活
躍
な
さ
っ
て
い
る
女
性

同
士
の
対
談
で
す
。
墨
友
会
を
主
宰

し
、
書
家
と
し
て
幅
広
い
活
動
を
し

て
い
る
青
穂
さ
ん
と
、
未
来
大
学
池

坊
華
道
部
・
同
大
学
表
千
家
茶
道
部

の
ほ
か
、
市
内
小
学
校
等
で
華
道
や

茶
道
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
野
呂
さ

と
み
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
自
己
紹

介
を
含
め
、
青
穂
さ
ん
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

青
穂
　
私
は
父
母
共
に
書
家
で
、
父

は
他
界
す
る
直
前
ま
で
「
ひ
つ
り
ん
」

と
い
う
道
南
唯
一
の
書
道
雑
誌
を
発

行
し
て
い
ま
し
た
。
鉛
筆
よ
り
も
先

に
筆
を
持
ち
、
３
歳
か
ら
書
を
は
じ

め
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
書
道
と

い
う
世
界
の
中
で
育
っ
て
き
ま
し
た

の
で
、
書
は
生
活
の
一
部
で
し
た
。

展
覧
会
が
あ
る
と
小
学
生
で
も
夜
中

ま
で
練
習
し
、
書
き
続
け
て
い
ま
し

た
。
今
考
え
る
と
ス
パ
ル
タ
で
す
よ

ね
（
笑
）
。
大
学
で
は
観
光
学
を
専

攻
し
、
卒
業
後
は
札
幌
で
観
光
の
仕

事
に
就
き
な
が
ら
書
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。
函
館
に
戻
っ
て
か
ら
墨
友
会

を
設
立
し
、
子
ど
も
か
ら
一
般
の
方

ま
で
広
く
対
象
に
し
た
教
室
を
開
き

ま
し
た
。
７
年
前
か
ら
は
「
暮
ら
し

を
楽
し
み
ま
書
」
と
い
う
大
人
向
け

の
イ
ン
テ
リ
ア
の
書
や
、
実
用
向
け

の
書
を
よ
り
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
　
　

野
呂
　
私
も
、
家
族
が
華
道
と
茶
道

を
や
っ
て
い
た
の
で
華
道
と
茶
道
に

は
子
ど
も
の
頃
か
ら
当
た
り
前
の
よ

う
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
学
生
時

代
は
函
館
を
離
れ
ま
し
た
が
、
と
て

も
よ
い
先
生
と
め
ぐ
り
逢
い
続
け
て

く
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
卒
業
後
、

函
館
に
戻
り
、
師
匠
で
あ
る
伯
母
の

下
で
、
教
室
を
手
伝
い
な
が
ら
勉
強

を
続
け
、
今
は
後
を
継
ぎ
、
華
道
家

元
池
坊
函
館
中
央
支
部
の
一
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

青
穂
　
昔
と
今
で
、
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　

野
呂
　
は
い
。
池
坊
は
来
年
５
５
０

年
祭
を
迎
え
ま
す
。
不
易
流
行
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
１
９
７
７

年
と
１
９
９
９
年
に
当
代
家
元
に
よ

り
生
花
新
風
体
・
立
花
新
風
体
と
い

う
新
し
い
形
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
価
値
観
、
生
活
空
間
や
花
事

情
が
昔
と
変
わ
っ
て
き
た
た
め
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
自
分
が
学
ん
で

き
た
生
け
花
の
概
念
を
覆
す
よ
う
な

大
き
な
転
換
点
で
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
大
き
な
転
換
点
に
２
回
も
遭
遇

出
来
た
事
を
今
は
と
て
も
幸
運
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
書
道
は
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
？
　
　
　

青
穂
　
以
前
は
習
い
事
の
一
つ
と
し

て
、
沢
山
の
子
ど
も
達
が
書
道
教
室

に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
と
て

も
少
な
く
な
り
、
筆
を
持
つ
機
会
も

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
習

字
で
鉛
筆
で
の
硬
筆
を
見
て
い
る
と
、

漢
字
の
書
き
順
を
あ
ま
り
意
識
し
て

学
ん
で
い
な
い
様
に
思
い
ま
す
。
子

ど
も
達
に
は
特
に
漢
字
の
起
源
を
知

り
、
字
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

様
に
と
、
古
代
文
字
を
書
い
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
大
人
の
方
々
も
、
普

段
の
生
活
の
中
で
筆
を
持
つ
機
会
が

も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が

ら
指
導
し
て
い
ま
す
。
手
書
き
の
お

手
紙
や
お
葉
書
は
心
が
こ
も
っ
て
い

て
と
て
も
素
敵
で
す
か
ら
ね
。
　
　

野
呂
　
子
ど
も
達
に
文
化
を
伝
え
る

の
は
大
切
な
事
で
す
よ
ね
。
華
道
・

茶
道
は
、
柔
ら
か
い
心
を
持
っ
た
子

ど
も
達
に
と
っ
て
、
様
々
な
可
能
性

を
引
き
出
す
要
素
を
持
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
礼
節
を
重
ん
じ
、

命
の
大
切
さ
、
思
い
や
り
の
心
を
育

て
、
自
己
表
現
や
プ
レ
ゼ
ン
力
を
養

う
の
で
す
か
ら
。
母
に
背
中
を
押
さ

れ
、
２
０
０
０
年
か
ら
池
坊
い
け
ば

な
講
座
を
開
き
、
２
年
後
に
い
け
ば

な
親
子
講
座
「
花
と
遊
ぼ
う
キ
ッ
ズ

講
座
」
を
開
講
し
、
子
ど
も
達
に
伝

え
る
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
で
沢
山
の
ご
縁

が
で
き
、
未
来
大
学
の
木
村
健
一
教

授
の
研
究
活
動
の
枠
組
み
の
中
で
、

華
道
部
と
茶
道
部
の
講
師
と
し
て
招

聘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
未
来
大
学
の
情
報
技

術
と
伝
統
文
化
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
展
を
毎
年
行
い
、
今
年
も
１０
月

の
未
来
祭
で
、「
花
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
展 

¦
函
館
圏
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
に

よ
る
文
化
交
流 
¦
」
を
企
画
中
で
す
。

青
穂
　
子
ど
も
達
に
日
本
の
伝
統
文

化
を
伝
え
て
い
く
事
は
と
て
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
「
道
」
の
付
く
も

の
は
特
に
敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
が

ち
で
、
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
様
に
私
も
色
々
と
考
え
て
き

ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
人
々
に
書
の

楽
し
さ
や
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、
「
書
道
ガ
ー
ル
」
等
で

注
目
さ
れ
る
以
前
か
ら
書
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
以
前
、
主
宰

し
た
ラ
イ
ブ
ア
ー
ト
「
こ
ん
な
の
あ

り
で
書
」
で
は
、
音
楽
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
、
陶
芸
等
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

で
ご
活
躍
し
て
い
る
方
々
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
お
客
様
に
書
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、

箱
館
奉
行
所
復
活
祭
で
の
ス
テ
ー
ジ

バ
ッ
ク
に
筆
入
れ
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
事
が
と
て
も
光
栄
で
し
た
。
　

野
呂
　
私
の
教
室
で
は
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
花
展
」
に
も
積
極
的
に
出
品

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
毎
年
全

国
か
ら
２
０
０
０
名
を
越
え
る
出
品

者
が
あ
る
の
で
す
が
、
小
学
生
〜
大

学
生
で
３
名
の
受
賞
者
が
出
て
い
ま

す
。
未
来
大
学
で
行
っ
て
い
る
異
な

る
メ
デ
ィ
ア
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
成
果
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

青
穂
　
個
々
で
や
っ
て
い
る
と
繋
が

り
や
広
が
り
を
作
る
の
は
難
し
い
で

す
よ
ね
。
最
近
は
お
か
げ
さ
ま
で
、

色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
か
ら
「
一
緒

に
や
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
お
誘

い
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
そ
の
輪
を
広
げ
、
お
互
い
に

文
化
的
に
深
め
あ
い
、
高
め
あ
っ
て
、

函
館
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

野
呂
　
同
感
で
す
。
柏
野
小
学
校
で

は
文
化
庁
伝
統
文
化
子
供
教
室
と
し

て
採
択
さ
れ
、
３
年
目
の
今
年
も
池

坊
の
支
援
を
受
け
「
柏
っ
子
い
け
ば

な
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
継
続
し
て
い
ま

す
。
ま
た
昨
年
は
、
北
海
道
函
館
水

産
高
等
学
校
で
、「
花
と
暮
ら
し
の
愛

好
会
」
を
創
部
し
３
年
生
の
家
庭
科

の
授
業
で
も
い
け
ば
な
を
採
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
子
ど
も

達
が
、
自
国
の
文
化
に
誇
り
を
持
ち
、

函
館
の
地
に
受
け
継
い
で
い
っ
て
く

れ
る
事
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
　

　
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
二
人
の
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　



　
函
館
市
出
身
。
函
館
白
百
合
学
園

高
等
学
校
卒
業
、
札
幌
大
谷
短
期
大

学
音
楽
科
音
楽
教
育
課
専
攻
課
研
究

課
卒
業
後
渡
欧
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
音
楽
院

ピ
ア
ノ
科
卒
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
取
得
、

同
音
学
院
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
修
了
。

ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー

ル
私
立
大
学
室
内
楽
科
卒
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
で
演
奏
活
動
。
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
グ
大
公
国
エ
ヒ
タ
ナ
ッ
ハ
市
立

音
楽
学
校
講
師
。
同
国
ユ
ン
グ
リ
ン

ス
タ
ー
市
聖
マ
ー
テ
ィ
ン
教
会
の
専

属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
。
　
　
　
　
　
　

　
今
回
は
教
会
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
大
公
国
の

ユ
ン
グ
リ
ン
ス
タ
ー
市
に
あ
る
聖
マ

ー
テ
ィ
ン
教
会
の
他
、
近
隣
の
ブ
ル

ク
リ
ン
ス
タ
ー
市
、
そ
し
て
ゴ
ン
デ

ラ
ン
ジ
ュ
市
に
あ
る
教
会
で
も
ミ
サ

や
結
婚
式
で
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
弾

い
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
聖
マ
ー
テ
ィ
ン
教
会
の
発
祥

は
９
８
３
年
と
古
く
長
い
年
月
を
経

て
現
在
の
よ
う
に
建
設
さ
れ
、
何
度

も
修
復
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
２
年

前
か
ら
教
会
の
建
物
、
そ
し
て
初
め

て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
リ
フ
ォ
ー
ム

が
行
な
わ
れ
、
昨
年
よ
う
や
く
完
成

し
ま
し
た
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
色
を
残
し
つ
つ
も

新
し
い
音
色
が
沢
山
加
え
ら
れ
、
よ

り
大
型
の
オ
ル
ガ
ン
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
け
ら
お
と
し
を

兼
ね
て
昨
年
１１
月
１４
日
に
は
大
司
教

様
、沢
山
の
神
父
様
が
招
待
さ
れ
、私

を
含
め
４
人
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
３

つ
の
市
の
合
唱
団
が
演
奏
し
て
、
２

時
間
を
優
に
越
え
る
大
祝
賀
ミ
サ
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
こ
の

教
会
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
い
と
い
う

カ
ッ
プ
ル
が
相
次
ぎ
、
教
会
側
は
嬉

し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
私
が
今
年
２
月
の
函
館
で
の
演
奏

会
の
後
、
ド
イ
ツ
へ
帰
っ
て
か
ら
す

ぐ
に
、
こ
の
市
そ
し
て
近
郊
の
い
く

つ
か
の
市
が
提
携
し
て
「
Ａ
ｒ
ｔ
ｄ 

，
Ｌ
ｅ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
」
と
い
う
、
多

数
の
芸
術
家
が
集
ま
り
、
色
々
な
作

品
の
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
教
会
の
内
部
に
も
作
品
が
展
示

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
音
楽
も
、
と

い
う
こ
と
で
こ
の
新
し
い
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
で
の
演
奏
会
の
依
頼
を
受
け

ま
し
た
。
日
本
で
は
震
災
直
後
の
こ

と
で
し
た
の
で
、
「
鎮
魂
・
日
本
へ

の
祈
り
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
バ
ッ

ハ
や
Ｊ
・
ア
レ
ン
等
の
曲
を
選
曲
し

て
演
奏
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
謝

礼
金
の
全
額
を
日
本
復
興
の
為
に
と

い
う
事
で
教
会
に
寄
付
を
し
ま
し
た
。

　
大
変
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
そ
の
事

が
き
っ
か
け
に
な
り
、
そ
の
後
至
る

所
の
教
会
で
「
日
本
の
為
に
」
と
い

う
ミ
サ
が
数
多
く
行
わ
れ
、
市
の
団

体
が
「
日
本
を
助
け
よ
う
！
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
、
物
凄
い
多

額
の
寄
付
が
集
ま
り
、
教
会
を
通
し

て
そ
れ
が
日
本
へ
送
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
寄
付
金
リ
ス
ト
に
は
子
供
達
だ

け
の
団
体
も
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
　

　
教
会
に
オ
ル
ガ
ン
音
楽
は
あ
っ
て

当
た
り
前
で
す
。
私
は
い
つ
も
神
へ

の
崇
拝
、
そ
し
て
人
々
の
幸
福
を
願

い
つ
つ
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て
い
ま
す
。

　
で
も
時
に
は
そ
れ
が
人
々
に
と
っ

て
は
余
り
に
も
当
た
り
前
す
ぎ
て
い

て
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
私
だ
け
の
一

方
通
行
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
と
実
は
寂
し
く
感
じ
た
事
が
あ

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
か
し
、
今
回
の
大
規
模
な
寄
付

や
人
々
の
働
き
を
目
に
し
て
解
っ
た

の
は
、
実
は
ち
ゃ
ん
と
音
楽
を
通
し

て
人
々
と
の
「
見
え
な
い
心
の
交
流
」

が
確
実
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う

事
で
す
。
一
方
通
行
で
は
無
か
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
ら
の
事
を
改
め
て
心

で
感
じ
て
か
ら
は
「
日
本
の
為
に
」

と
動
い
て
く
だ
さ
っ
た
総
て
の
方
々

の
心
に
対
し
て
大
き
な
感
謝
の
気
持

ち
と
感
激
の
涙
が
や
ま
な
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　 



　 
           

　
６０
歳
ま
で
函
館
を
拠
点
に
活
動
し
、

生
涯
、
北
海
道
の
自
然
を
描
い
た
風

景
画
家
・
田
辺
三
重
松
（
１
８
９
７

―
１
９
７
１
）
は
、
ま
さ
に
北
海
道

が
育
て
た
画
家
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
１
８
９
７
（
明
治
３０
）
年
、
函
館

港
に
ほ
ど
近
い
大
黒
町
（
現
在
の
弁

天
町
）
で
生
ま
れ
た
田
辺
は
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
を
好
み
、

函
館
商
業
学
校
（
現
・
函
館
商
業
高

等
学
校
）
在
学
中
は
、
美
術
教
師
で

日
本
画
家
の
北
条
玉
洞
か
ら
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が
ら
、
絵
画
の
技
術
を

磨
き
ま
す
。
卒
業
後
は
小
学
校
の
代

用
教
員
を
勤
め
る
傍
ら
独
学
で
制
作

に
打
ち
込
み
、
二
科
会
へ
出
品
、
会

員
と
な
る
ほ
か
、
行
動
美
術
協
会
の

創
立
に
関
わ
る
な
ど
、
全
国
的
な
画

家
と
し
て
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。
　

　
本
展
は
、
北
海
道
立
函
館
美
術
館

と
北
海
道
立
近
代
美
術
館
、
函
館
市

等
が
所
蔵
す
る
油
彩
画
約
６０
点
の
ほ

か
、
素
描
等
の
未
公
開
作
品
を
一
堂

に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
田
辺
が
生

涯
描
き
続
け
た
広
大
な
北
海
道
の
風

景
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　 
               

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１０
日
�
午
後
２
時
　
　

進
行
　
長
澤
有
世
（
当
館
学
芸
員
）

会
場
　
展
示
室
（
要
観
覧
券
）
　
　

◆
美
術
映
画
会
∧
東
西
芸
術
家
探
訪
∨

　
「
向
井
潤
吉
」（『
美
の
巨
人
た
ち
』

　
よ
り
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１７
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
講
堂
（
入
場
無
料
）
　
　
　

◆
同
時
開
催
∧
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ

　
レ
ク
シ
ョ
ン
・
夏
∨
　
　
　
　
　

　
「
線
が
紡
ぐ
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
　
　

会
期
　
７
月
１６
日
�
〜
９
月
２８
日
�

観
覧
料
　
一
般
１
７
０（
１
４
０
）円

　
　
　
　
高
大
生
　
１
０
０（
７０
）円

※
小
中
学
生
、
６５
歳
以
上
の
方
は
無
料

　 

 

　
父
が
満
鉄
に
勤
め
て
い
た
関
係
で

１
９
４
２
年
、
満
州
の
吉
林
市
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
母
が
岩
見
沢
市
の
出

身
な
の
で
、
そ
こ
に
引
き
揚
げ
て
き

ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
江
差
町
に
移
り

幼
少
の
２
年
を
過
ご
し
た
後
、
小
学

校
に
入
る
直
前
函
館
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
以
来
高
校
を
卒
業
す
る

迄
の
１２
年
間
が
僕
の
少
年
期
で
あ
り

青
春
の
す
べ
て
が
函
館
に
あ
り
ま
す
。

　
東
川
小
学
校
の
６
年
間
は
宝
町
に

住
ん
で
い
て
、
家
の
前
が
宝
劇
と
い

う
映
画
館
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ

で
管
理
人
の
オ
ジ
さ
ん
と
仲
良
し
し

て
た
も
の
で
す
か
ら
毎
週
「
シ
ネ
マ

パ
ラ
ダ
イ
ス
」
し
て
ま
し
た
。
　
　

　
柏
木
町
に
移
っ
て
的
場
中
学
時
代

も
よ
く
映
画
は
見
て
い
ま
し
た
が
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
た
の
で
行

け
る
の
は
月
に
２
回
位
で
し
た
。
　

　
中
部
高
校
に
入
っ
て
か
ら
も
バ
ス

ケ
を
３
年
や
り
ま
し
た
が
、
映
画
は

年
間
に
１
０
０
本
近
く
見
て
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
部
活
を
終
え
て
夕
食
を
済
ま
せ
た

８
時
頃
か
ら
の
１
本
立
て
を
見
に
行

く
の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
洋
画
に
夢

中
で
し
た
の
で
、
大
門
座
、
巴
座
、

映
劇
、
名
画
座
を
３
日
か
４
日
置
き

に
通
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
勉
強
し
て

る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　

　
お
か
げ
で
法
政
大
に
や
っ
と
引
っ

掛
か
っ
て
東
京
に
出
ま
し
た
が
、
授

業
も
碌
に
出
な
い
で
暇
さ
え
あ
れ
ば

映
画
館
に
入
り
浸
り
の
生
活
を
し
て

い
ま
し
た
。
新
聞
社
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
た
頃
は
、
文
化
部
の
記
者

が
あ
ま
り
映
画
に
精
通
し
て
い
な
か

っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
俳
優
の
名
前

と
顔
の
間
違
い
を
よ
く
指
摘
し
て
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
後
年
、
病
高
じ
て
卒
論
に
映
画
を

書
き
、『
青
春
と
は
な
ん
だ
』
と
い
う

テ
レ
ビ
映
画
で
助
監
督
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
世
界
に
も
函
館
の
そ

れ
も
函
中
の
先
輩
が
い
た
ん
で
す
。

同
郷
が
縁
で
随
分
面
倒
を
見
て
も
ら

い
ま
し
た
。
故
郷
を
共
有
す
る
こ
と

が
、
こ
ん
な
に
絆
を
強
く
す
る
と
い

う
実
感
を
持
っ
た
の
は
、
こ
の
時
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　

　
現
在
は
映
画
を
辞
め
て
４０
年
余
が

過
ぎ
、
小
さ
い
印
刷
会
社
を
や
っ
て

い
ま
す
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
小
学

校
の
ク
ラ
ス
会
、
中
学
・
高
校
の
同

期
会
や
同
窓
会
の
幹
事
役
を
や
る
様

に
な
り
、
常
に
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
函

館
』
の
２
文
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
の
会
を
作
る
と
そ
こ
に
は
必

ず
函
館
の
仲
間
が
居
り
ま
す
。
函
中

同
窓
会
の
ゴ
ル
フ
会
は
『
ポ
プ
ラ
会
』、

『
函
館
巴
会
』
は
東
高
、
西
高
、
中

部
３
校
の
対
抗
戦
ゴ
ル
フ
会
で
す
。

　
こ
の
１０
年
ほ
ど
は
函
館
を
中
心
と

す
る
故
郷
会
『
北
海
道
道
南
会
』
の

世
話
人
と
し
て
函
館
の
広
報
活
動
に

明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
封
切
ら

れ
た
映
画
『
海
炭
市
叙
景
』
は
函
館

を
舞
台
に
し
た
映
画
で
は
最
高
傑
作

と
東
京
で
の
宣
伝
に
微
力
の
手
伝
い

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
　
　
　

　
今
年
は
道
南
会
は
設
立
５０
周
年
の

記
念
の
年
を
迎
え
、
会
員
の
函
館
旅

行
の
企
画
、
記
念
式
典
、
記
念
誌
発

行
と
忙
し
い
１
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
若
い
人
が
参
加
し
て
く
れ
て
ま

す
。
ぜ
ひ
東
京
の
会
に
遊
び
に
来
て

下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　 



 

　 ●
古
裂
縮
緬
を
纏
っ
た
人
形
達
展
　

　
「
花
と
風
景
」
写
真
展
　
　
　
　

会
期
　
９
月
２
日
�
〜
９
月
２９
日
�

　 
 

●
レ
モ
ン
の
会
絵
画
展
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
１
日
�
〜
９
月
６
日
�

●
萌
黄
会
日
本
画
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
８
日
�
〜
９
月
１３
日
�

●
函
館
み
づ
絵
の
会
絵
画
展
　
　
　

会
期
　
９
月
１５
日
�
〜
９
月
２０
日
�

●
片
野
絵
画
教
室
　
　
　
　
　
　
　

　
「
道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
生
徒
作
品
展
」

会
期
　
９
月
２２
日
�
〜
９
月
２７
日
�

　 
 

●
○
○
○
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
      

会
期
　
９
月
２９
日
�
〜
１０
月
４
日
�

　 
 

●
画
廊
一
花
企
画
　
外
山
欽
平
展
　

会
期
　
８
月
１９
日
�
〜
９
月
２８
日
�

　 
 

●
サ
ン
リ
フ
レ
水
彩
画
教
室
展
　
　

会
期
　
８
月
３０
日
�
〜
９
月
４
日
�

●
模
型
飛
行
機
に
夢
を
乗
せ
て
　
　

会
期
　
９
月
６
日
�
〜
９
月
１１
日
�

●
桂
墨
会
水
墨
画
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
１３
日
�
〜
９
月
１８
日
�

●
和
可
那
会
書
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
２１
日
�
〜
９
月
２５
日
�

●
二
本
柳
悦
三
水
彩
風
景
画
展
　
　

会
期
　
９
月
２７
日
�
〜
１０
月
２
日
�

　 　 ●
「
お
も
む
く
ま
ま
に
」
油
絵
展
　

会
期
　
８
月
３０
日
�
〜
９
月
１８
日
�

●
「
グ
ラ
ン
ヌ
の
布
遊
び
」
４
回
目

会
期
　
９
月
２０
日
�
〜
１０
月
９
日
�

　 
 

●
山
田
清
悦
写
真
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
１
日
�
〜
９
月
２９
日
�

　 
 

●
第
５５
回
新
道
展
記
念
賞
受
賞
記
念

　
「
久
保
田
年
子
展
」
　
　
　
　
　

　 
      

会
期
　
９
月
２７
日
�
〜
１０
月
２
日
�

　 
 

●
工
藤
大
和
作
品
展
『
光
の
情
景
展
』

会
期
　
９
月
３
日
�
〜
９
月
２５
日
�

　 
 

●
北
山
智
子
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
梅
原

　
龍
の
布
絵
コ
コ
ロ
を
カ
タ
チ
に
展

会
期
　
９
月
８
日
�
〜
９
月
１３
日
�

●
山
崎
義
郎
　
木
彫
と
ガ
ラ
ス
細
工

　
「
ア
イ
ヌ
の
美
」
展
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
１６
日
�
〜
９
月
２０
日
�

　 
 

●
「
デ
ジ
カ
メ
の
世
界
」
写
真
展
　

会
期
　
９
月
７
日
�
〜
９
月
１０
日
�

●
第
３３
回
函
館
カ
ラ
ー
魚
拓
同
好
会

　
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
１４
日
�
〜
９
月
１９
日
�

　 
 

●
谷
口
能
隆
写
真
展
　
　
　
　
　
　

　
『
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｇ
ｅ
』
　
　
　
　

　
∧
パ
リ
＆
プ
ラ
ハ
∨
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

      
会
期
　
９
月
１
日
�
〜
９
月
２５
日
�

　 
 

●
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
環
境
展
　
　
　
　

会
期
　
８
月
２８
日
�
〜
９
月
１１
日
�

●
第
１６
回
手
で
見
る
工
芸
展
　
　
　

会
期
　
９
月
１２
日
�
〜
９
月
１９
日
�

●
渡
島
・
檜
山
管
内
絵
手
紙
愛
好
者

　
絵
手
紙
公
募
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
２１
日
�
〜
９
月
２８
日
�

●
第
４
回
パ
ス
テ
ル
仲
間
の
展
覧
会

会
期
　
９
月
２９
日
�
〜
１０
月
４
日
�

　 
 

●
第
２５
回
北
海
道
書
道
協
会
道
南
・

　
函
館
地
区
連
合
会
作
品
展
　
　
　

会
期
　
９
月
８
日
�
〜
９
月
１３
日
�

　 
 

●
人
物
を
描
く
作
品
展
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
５
日
�
〜
９
月
１６
日
�

●
秋
の
日
本
画
・
掛
軸
展
　
　
　
　

会
期
　
９
月
２０
日
�
〜
１０
月
７
日
�

　 
 

●
渡
辺
三
重
・
堂
前
守
人
　
　
　
　

　
花
の
陶
２
人
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
２
日
�
〜
９
月
１３
日
�

●
デ
ル
フ
ィ
ー
秋
の
衣
服
展
　
　
　

会
期
　
９
月
１６
日
�
〜
９
月
２７
日
�

●
北
の
ク
ラ
フ
ト
・
彩
る
バ
ッ
ク
展

会
期
　
９
月
１６
日
�
〜
１０
月
２３
日
�

　 
 

●
手
作
り
サ
ー
ク
ル
た
ま
て
ば
こ
　

　
〜
編
物
・
編
み
ぐ
る
み
・
和
小
物
〜

会
期
　
９
月
１３
日
�
〜
９
月
２８
日
�

●
相
原
よ
し
こ
・
坂
下
み
ど
り
　
　

　
手
づ
く
り
ア
ラ
カ
ル
ト
展
　
　
　

会
期
　
９
月
３０
日
�
〜
１０
月
１４
日
�

　 
 

●
ス
ロ
バ
キ
ア
の
街
並
ス
ケ
ッ
チ
展

●
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
の
大
作
「
ゲ
ル

　
ニ
カ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〜
原
寸
大（
縦
３
・
５
ｍ
×
横
７
・

８
ｍ
）に
模
写
し
た
作
品
を
展
示
〜

日
時
　
９
月
３
日
�
、
４
日
�
　
　

　
　
　
　
　
１７
日
�
、
１８
日
�
　
　

　
　
　
午
前
９
時
〜
１２
時
　
　
　
　

　 
 

●
匠
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
１
日
�
〜
９
月
７
日
�

●
京
都
ま
つ
り
呈
茶
席
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
１４
日
�
〜
９
月
１９
日
�

●
秋
の
大
絵
画
展
・
棒
ニ
森
屋
カ
レ

　
ン
ダ
ー
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
２２
日
�
〜
１０
月
４
日
�

●
第
３
回
キ
ル
ト
ス
タ
ジ
オ
布
工
房

　
∧
糸
音
∨
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト

　
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
２２
日
�
〜
９
月
２７
日
�

　 
 

●
伊
東
あ
け
み
テ
ン
ペ
ラ
画
小
品
展

　
ー
静
か
な
も
の
た
ち
ー
　
　
　
　

会
期
　
９
月
１８
日
�
〜
９
月
２５
日
�

●
鈴
木
邦
江
個
展
　
　
　
　
　
　
　

　
「
函
館
Ｂ
Ａ
Ｒ
街
・
ス
ペ
イ
ン
の

　
香
り
を
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
９
日
�
〜
９
月
１３
日
�

会
場
　
ヴ
ィ
ラ
・
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア

　
　
　
（
末
広
町
３
¦
５
）
　
　
　

問
合
せ
　
�
２４
¦
５
３
０
０
　
　
　

　
　
　
　（
同
ホ
テ
ル
）　
　
　
　
　

●
酒
井
典
子
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
作

　
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
９
月
２３
日
�
〜
９
月
２５
日
�

会
場
　
ホ
テ
ル
　
シ
エ
ナ
　
ギ
ャ
ラ

　
　
　
リ
ー
（
本
町
２９
　
２３
）
　
　

問
合
せ
　
�
４６
¦
５
３
２
７（
酒
井
）

●
２
０
１
１
年
度
函
館
デ
ザ
イ
ン
協

　
議
会
第
１８
回
会
員
作
品
展
　
　
　

会
期
　
９
月
２３
日
�
〜
９
月
２９
日
�

会
場
　
函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く

　
　
　
り
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３５
¦
３
１
３
１
　
　
　

　
　
　
　
（
同
協
議
会
事
務
局
）
　

　 
 









●ヤマハ　ピアノ発表会 
開　演　①午前１０時３０分 
　　　　②午後１時３０分 
　　　　③午後４時４５分 
関係者のみ 
問合せ　�３４－３４００ 
　　　　（ヤマハミュージック北海道函館店） 

●函館市地域資源ビジネスマッチング事業 
　交流会 
開　演　午後５時 
問合せ　�２１－３３１４ 
　　　　（函館市経済部工業振興課） 

出　演　八木こうこ（ボーカル)  
　　　　宮入健郎（ピアノ） 
開　演　午後７時 
料　金　前売り３,０００円、当日３,５００円 
問合せ　�２２－７５０５（リセンヌ） 

開　演　午後７時 
料　金　５,０００円 
チケット発売　ローソンチケットＬコード「１５６７５」 
　　　　　　　チケットぴあＰコード「１３５－１７１」 
問合せ　�０１１－２１１－５６００（マウントアライブ） 

開　演　午後７時 
料　金　５,７００円 
チケット発売　ローソンチケットＬコード「１６２７８」 
　　　　　　　チケットぴあＰコード「１４０－７７６」 
問合せ　�０１１－２６１－５５６９（スマッシュイースト） 

　キッズ・ステージ、子供店長のフリーマーケット、タ 
ッチプール、縁日コーナー等々盛り沢山！ 
日　時　９月１１�午前１０時～午後４時 
会　場　ＢＡＹはこだてイベント広場 
問合せ　�２３－０３３８（金森赤レンガ倉庫） 

日　時　９月１０日�１２時～午後６時 
　　　　９月１１日�午前１０時～午後６時　 
■ブロックで出来た街並みの展示 
　「渋谷」「東京タワー」「六本木ヒルズ」「中世のお城とド 
ラゴン」等々 
■ブロック教室 
　“あの”特別講師にブロック遊びの基礎を学ぼう！！ 
日　時　１０日�①午後１時 
　　　　１１日�②午後１時③午後３時 
参加費　無料（要予約）、各回約３０分 
定　員　５０名 
　　　　※５歳以下のお客様は親子での参加となります。 
問合せ　�２３－０３３８（金森赤レンガ倉庫） 

●番組ブログのご案内
　放送と共に各番組のブログもお楽しみ下さい。 
○「モーニングプラザ／八木森佐知子のモーニングプラザ」 
　月曜～金曜日　午前７時～１０時 
　「モーニングプラザ」の番組ブログ。毎日気になる『お 
　みくじ貯金』などはこのブログから！ 
○「暮らしつづれおり/ 暮らしつづれだより・ブログ版」 
　月曜～木曜日　午前１０時～１２時 
　「暮らしつづれおり」の番組ブログ。人ネットワーク 
　などの出演ゲスト紹介のほか、「つづれだより」も随 
　時更新中。 
○「ご機嫌レディオ！皆方流/ご機嫌ブログ！皆方流」 
　月曜～木曜日　１２時～午後４時 
　「ご機嫌レディオ！皆方流」の番組ブログ。番組の様 
　子やゲスト紹介・放送後のウラ話などが見逃せない！ 
○「LIFE　PALLETTE／LIFE　PALLETE」 
　月曜～水曜日　午後６時～８時 
　「ＬＩＦＥ　ＰＡＬＬＥＴＴＥ」の番組ブログ。日記 
　や各コーナーの番組内容を更新しています。 
○「My　Sweet　Life／My　Sweet　Life」 
　木曜日　午後６時～８時 
　「Ｍｙ　Ｓｗｅｅｔ　Ｌｉｆｅ」の番組ブログ。日記 
　や番組コーナーのゲスト出演者をご紹介しています。 
○「金曜音楽バラエティ／金バラブログ」 
　金曜日　午前１０時～午後８時 
　「金曜音楽バラエティ」の番組ブログ。ご出演者や音 
　楽の話題を更新しています。 
○「あなたへの招待席／アポロンの竪琴」
　土・日曜日　午前９時～１０時 
　「あなたへの招待席」と「アポロンの竪琴」の番組ブ 
　ログ。楽曲リストを掲載しています。 
･･････････････････････････････････････････････････ 
〒０４０－００５４　函館市元町１８－１１ 
ＴＥＬ２３－３５００（留守番電話） 
ＦＡＸ２３－３１００ 
Ｅメール　８０７＠ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ 
ＵＲＬ　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ 
 
 
●ｃｈｅ★ｌｌｏｗ　ゴスペルライブ
日　時　９月２３日�午後６時３０分 
料　金　１,０００円（ロープウェイ料金込） 
問合せ　�５２－９７１９（サウダージ・スタジオ） 
●「ＰＡＮＯＲＡＭＩＣ　ＣＨＡＯＳ」
期　日　９月２４日�午後７時 
出　演　Ｃｈｉｈａｒｕ　ＭＫ 
料　金　前売３,５００円、当日４,０００円 
　　　　（ロープウェイ料金込） 
問合せ　�０９０－５２２７－４００５（ＯＮＰＡ・三上） 
 
 
●クレアシオン Vol. ６９－カンパネラ－ 
出演者予定　類家唯・蓑田なつき・高橋セリカ・畑中一映 
　　　　　　畑中佳子（ピアノ） 
　　　　　　金木彩子・増田朗子（ソプラノ） 
　　　　　　堀川智美（アルト）、畑中一映（テノール） 
　　　　　　濱田陽一（バス） 
日　時　１０月１日�午後７時 
料　金　２,０００円（全席自由、珈琲又は紅茶付） 
問合せ　�０９０－１３８５－８７０９（事務局） 



　 
                

●
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ 

Ｖ
ｏ
ｌ.

３３

日
時
　
９
月
１８
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　

出
演
　
Ａ
、
ほ
っ
ぴ
の
未
来
予
想
図
、
ｌ

　
　
　
ｏ
ｓ
ｔ 

ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
ａ
ｌ

　
　
　
ｅ 

ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ 

ｄ
ｏ
ｖ
ｅ
、
他
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　

●
板
橋
文
夫
Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｔ
ｒ
ｉ
ｏ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

日
時
　
９
月
２０
日
�
午
後
８
時
　
　
　
　

出
演
　
板
橋
文
夫
（
ｐ
）
　
　
　
　
　
　

　
　
　
瀬
尾
高
志
（
ｂ
）
　
　
　
　
　
　

　
　
　
竹
村
一
哲
（
ｄ
ｓ
）
　
　
　
　
　

料
金
　
　
３
５
０
０
円
　
４
０
０
０
円
　

●
花
田
裕
之
　
流
れ
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

　
※
詳
細
未
定 

　 
 

●
Ａ 

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｏ
Ｆ 

Ｓ
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

　
Ｖ
ｏ
ｌ.

１
８
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
シ
グ
マ
、
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
、
他
　
　

日
時
　
９
月
２５
日
�
午
後
４
時
　
　
　
　

料
金
　
　
６
０
０
円
　
８
０
０
円
　
　
　

問
合
せ
　
�
５２  
¦
９
７
１
９（
同
ス
タ
ジ
オ
）

　 
 

●
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
〜
Ｄ
Ｖ
被
害
に
遭
っ
た

　
子
ど
も
た
ち
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
７
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　

定
員
　
４０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　

申
込
　
９
月
６
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接

　
　
　
ま
た
は
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　

●
就
職
活
動
応
援
講
座
〜
就
職
活
動
に
必

　
要
な
知
識
を
学
ぼ
う
！
〜
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
４
日
、
１１
日
の
火
曜
日
　
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
４０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
す
る
就
職
準
備
中
の
男
女

申
込
　
９
月
８
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接

　
　
　
ま
た
は
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　

●
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
女
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
働
く
女
性
の
悩
み
相
談
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
６
時
３０
分

　
　 

 

●
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
レ
イ
ス
　
ブ
ラ
ン
　

　
「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
」
　
　
　
　

講
師
　
田
辺
三
知
子
（
函
館
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
・

　
　
　
　
造
形
教
室
講
師
）
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
３
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
　
　
　
　
　

案
内
人
　
寺
田
麗
子
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
３
日
�
、１７
日
�
午
後
１
時
３０
分

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
歌
い
つ
づ
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
寺
田
麗
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１４
日
�
、２１
日
�
午
前
１０
時
３０
分

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
ラ
フ
ト
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
中
澤
道
子
（
ニ
ュ
ー
イ
ト
ヘ
イ
）

日
時
　
９
月
１３
日
�
、
２７
日
�
　
　
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
、
午
後
１
時
　
　
　
　

参
加
費
　
午
前
・
午
後
券
　
７
０
０
円
　

　
　
　
　
一
日
券
１
５
０
０
円
（
昼
食
付
）

●
お
う
ち
で
ア
ジ
ア
ン
カ
フ
ェ
　
　
　
　

　
〜
ネ
パ
ー
ル
料
理
編
〜
　
　
　
　
　
　

講
師
　
吉
岡
幹
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１７
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　

参
加
費
　
２
６
２
５
円
（
材
料
費
込
み
）

●
男
の
料
理
・
和
食
基
礎
編
４
回
シ
リ
ー
ズ
・

　
第
１
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
吉
田
勉
（
函
館
国
際
ホ
テ
ル
「
和

　
　
　
　
食
」
料
理
長
）
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
２４
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　

参
加
費
　
１
０
０
０
０
円
（
４
回
前
納
・

　
　
　
　
　
材
料
費
込
み
）　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
２
６
２
５
円
（
１
回
・
材
料
費

　
　
　
　
　
込
み
）
　
　
　
　
　
　
　
　

●
Ｂ
ａ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
ｎ
朝
カ
フ
ェ
　
　
　
　

日
時
　
９
月
２４
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　

参
加
費
　
２
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

●
ｓ
ａ
ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室
　
　

　
１
ｄ
ａ
ｙ
　
Ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
　
　
　
　

　
「
ラ
ン
タ
ン
作
り
」
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１８
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
大
人
２
５
０
０
円
　
　
　
　
　

定
員
　
８
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
そ
の
他
、
書
の
教
室
・
フ
ラ
教
室
・
英

　
会
話
講
座
等
も
開
講
し
て
い
ま
す
。
　

　
　
　 

 

●
ク
レ
ー
プ
＆
わ
た
あ
め
屋
さ
ん
②
　
　

日
時
　
９
月
４
日
�
午
前
９
時
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
体
験
費
等
）
　

定
員
　
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
９
月
２
日
�
　
　
　
　
　
　

●
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
！
ま
っ
く
ら
？
　
　
　

　
星
空
の
下
で
共
生
の
心
を
学
ぼ
う
　
　

日
時
　
９
月
１０
日
�
午
後
１
時
〜
　
　
　

　
　
　
９
月
１１
日
�
１２
時
３０
分
　
　
　
　

会
場
　
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
八
雲
　
　
　
　

参
加
費
　
２
５
０
０
円
（
交
通
費
等
）
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　

申
込
締
切
　
９
月
８
日
�
　
　
　
　
　
　

●
海
！
イ
カ
！
島
の
探
検
隊
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１７
日
�
午
前
７
時
〜
　
　
　

　
　
　
９
月
１９
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　

会
場
　
奥
尻
町
奥
尻
島
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
６
５
０
０
円
（
交
通
費
等
）

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　

申
込
締
切
　
９
月
１５
日
�
　
　
　
　
　
　

●
稲
刈
り
☆
鳥
ス
テ
ー
キ
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
２
日
�
午
前
９
時
　
　
　
　

会
場
　
北
斗
市
市
渡
田
山
さ
ん
の
田
ん
ぼ

参
加
費
　
２
４
０
０
円
（
体
験
費
）
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
９
月
３０
日
�
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

●
私
の
文
章
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
講
師
　
小
檜
山
博
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１０
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
中
学
生
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１
０
０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
８
月
２５
日
�
〜
９
月
７
日
�
　
　

●
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
、
簡
単
プ
ロ
グ
ラ
ミ

　
ン
グ
入
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１７
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
中
学
生
、
一
般
市
民

申
込
　
９
月
１
日
�
〜
９
月
１４
日
�
　
　

　 
 

○
奇
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
８
月
２０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
マ
ー
ラ
ー
　
君
に
捧
げ
る
ア
ダ
ー
ジ
ョ

　
８
月
２０
日
�
〜
９
月
２
日
�
　
　
　
　

○
１
２
７
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
８
月
２７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
デ
ン
デ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
８
月
２７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
戦
火
の
ナ
ー
ジ
ャ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
９
月
２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
シ
ョ
ー
ジ
と
タ
カ
オ
　
　
　
　
　
　
　

　
９
月
３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
二
重
被
爆
〜
語
り
部
山
口
彊
の
遺
言
　

　
９
月
１０
日
�
〜
９
月
１６
日
�
　
　
　
　

○
一
枚
の
ハ
ガ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
９
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

　
　 
 

○
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝
　
　

　
７
月
１５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
劇
場
版
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
　
　
　

　
ビ
ク
テ
ィ
ニ
と
白
き
英
雄
レ
シ
ラ
ム
　

　
７
月
１６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
劇
場
版
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
　
　
　

　
ビ
ク
テ
ィ
ニ
と
黒
き
英
雄
ゼ
ク
ロ
ム
　

　
７
月
１６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
コ
ク
リ
コ
坂
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　

　
７
月
１６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
／
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
・

　
ム
ー
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
７
月
２９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
カ
ー
ズ
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
７
月
３０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
派
出
所
　
　

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
　
　
　
　
　
　

　
８
月
６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
ス
ー
パ
ー
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
８
月
２０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
鋼
の
錬
金
術
師
　
嘆
き
の
丘
（
ミ
ロ
ス
）

　
の
聖
な
る
星
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
８
月
２０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
神
様
の
カ
ル
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
８
月
２７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
Ｘ
ー
Ｍ
Ｅ
Ｎ:

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ

　
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
９
月
３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
マ
イ
テ
ィ
・
ソ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　

　
９
月
３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
探
偵
は
Ｂ
Ａ
Ｒ
に
い
る
　
　
　
　
　
　

　
９
月
１０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
ア
ン
フ
ェ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
９
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
世
界
侵
略:

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
決
戦
　
　
　

　
９
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

　
　 

■
国
立
函
館
病
院
　
健
康
ま
つ
り
２
０
１
１

日
時
　
９
月
４
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　

会
場
　
国
立
病
院
機
構
函
館
病
院
　
　
　

　
　
　
（
川
原
町
１８
　
１６
）
　
　
　
　
　

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５１ 
¦
６
２
８
１
（
曽
我
・
伊
東
）

■
お
月
見
朗
読
会
　
夢
十
夜（
夏
目
漱
石
・
著
）

出
演
　
マ
シ
ュ
マ
ロ
（
朗
読
）
　
　
　
　

　
　
　
田
川
晃
子
（
筝
）
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１０
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　

会
場
　
函
館
市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４６ 
¦
６
４
０
０
（
弦
木
）
　

■
は
こ
だ
て
童
謡
の
会
　
　
　
　
　
　
　

　
〜
皆
さ
ん
御
一
緒
に
な
つ
か
し
い
童
謡
・

　
唱
歌
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
〜
　
　

講
師
　
細
谷
悦
子
（
日
本
演
奏
連
盟
会
員
）

日
時
　
９
月
２０
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　

会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー
（
千
代
台
町
）
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
３
３
８
５
（
大
原
）
　

■
函
館
の
文
学
と
音
楽
の
会
　
　
　
　
　

　
市
民
の
た
め
の
歴
史
講
座
　
　
　
　
　

　
人
と
そ
の
時
代
「
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
」

　
「
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ
」
　
　
　
　
　

講
師
　
高
瀬
則
彦
（
元
北
高
校
教
諭
）
　

日
時
　
９
月
２５
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　

会
場
　
函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー
（
末
広
町
）
　
　
　
　

資
料
代
　
５
０
０
円
（
お
茶
付
）
　
　
　

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
３
１
１
６
（
細
谷
）
　

■
子
育
て
支
援
者
向
け
研
修
会
「
あ
な
た

　
も
素
敵
な
子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
！
」
　

日
時
　
１０
月
１
日
�
午
後
１
時
　
　
　
　

会
場
　
函
館
国
際
ホ
テ
ル
　
　
　
　
　
　

入
場
料
　
無
料
（
要
申
込
）
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
９
月
１５
日
�
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
２
０
４
８
（
ナ
ル
ク
函

　
　
　
　
　
館
は
ま
な
す
）
　
　
　
　
　

■
乗
馬
セ
ン
タ
ー
（
函
館
競
馬
場
）
　
　

○
『
初
心
者
乗
馬
教
室
』
参
加
者
募
集
　

日
程
　
１１
月
１６
日
�
〜
１１
月
１８
日
�
　
　

　
　
　
全
３
回
午
前
８
時
４５
分
〜
１２
時
　

参
加
費
　
１
６
０
０
円
（
保
険
代
）
　
　

申
込
締
切
　
１０
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　

○
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ポ
ニ
ー
施
設
訪
問
先
募
集

期
間
　
９
月
〜
１２
月
（
各
月
２
回
程
度
）

対
象
　
市
内
の
幼
稚
園
・
小
学
校
等
　
　

問
合
せ
　
�
５３ 
¦
１
０
２
１（
同
セ
ン
タ
ー
）

　 　 
 

表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意
　
　
　

　
星
や
ハ
ー
ト
が
楽
し
く
お
い
し
そ

う
な
ク
ッ
キ
ー
を
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
数
字
の
原
画
は
前
田
菜
摘
さ
ん
（
当

時
北
斗
市
島
川
小
学
校
５
年
）
の
デ

ザ
イ
ン
で
す
。
手
描
き
の
イ
メ
ー
ジ

を
０
〜
９
ま
で
、
本
物
の
ク
ッ
キ
ー

を
焼
い
て
数
字
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
市
内
お
よ
び
そ
の
近
郊
の
小
学
生

を
対
象
に
行
っ
た
デ
ザ
イ
ン
協
議
会

の
企
画
展
に
応
募
さ
れ
た
も
の
を
子

ど
も
た
ち
と
会
員
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
た
も
の

を
改
め
て
編
集
し
ま
し
た
。
　
　
　 



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
昭
和
４５
年
　
釧
路
生
ま
れ
。
平
成
２
年
函
館
に
仕
事
で
居
住
。
現
在
函
館
２１
年
目
。
学
校
、
楽
器
店
、
メ
ー
カ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
営
業
を
経
て
平
成
２２
年
に
独
立
。
趣
味
は
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
・
バ
ン
ド
。 

　
私
は
今
、
元
町
の
北
海
道
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
で
夏
の
間
、
勉
強
し
て

い
ま
す
。
こ
の
夏
、
す
ば
ら
し
い
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
私
は
宣
教
師
の
子
供
で
、
日
本
で

育
ち
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
は
親
が
こ

ん
な
仕
事
を
し
て
い
て
恥
ず
か
し
か

っ
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
父
に
普
通

の
仕
事
を
し
て
欲
し
か
っ
た
で
す
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
、
宣
教
師
に
囲
ま

れ
て
、
そ
の
人
達
の
良
い
面
も
、
悪

い
面
も
見
え
た
か
ら
で
す
。
例
え
ば

語
学
力
に
問
題
が
あ
る
人
た
ち
も
い

ま
し
た
。
な
ぜ
日
本
人
は
こ
う
い
う

外
国
人
の
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
怒
っ
て
い
ま
し
た
。
　

　
し
か
し
、
私
は
そ
ん
な
幼
い
怒
り

を
捨
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
父
の
こ
と

を
深
く
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
り
、
色
々

な
人
と
出
会
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の

一
人
は
特
別
な
人
物
で
、
私
の
宣
教

師
の
子
供
に
対
し
て
の
否
定
的
な
気

持
ち
を
覆
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

人
は
函
館
の
ニ
コ
ラ
イ
で
す
。
　
　

　
彼
は
ち
ょ
う
ど
１
５
０
年
前
に
函

館
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
日
本
語
の

勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
日
本
の
こ
と

を
一
生
懸
命
勉
強
し
続
け
、
ロ
シ
ア

の
東
ア
ジ
ア
の
専
門
家
と
名
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
彼
は
た
だ
学
習

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
函
館
の
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会
の
最
初
の
司
祭
と
し

て
日
本
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
時
代
で
も
、
優
し
い
話
し
方
で
唯

一
の
天
の
父
に
つ
い
て
話
し
、
彼
が

永
眠
な
さ
っ
た
時
に
は
四
万
人
も
信

者
が
い
た
そ
う
で
す
。
外
国
人
の
姿

を
し
て
い
た
ニ
コ
ラ
イ
に
対
し
て
私

は
特
別
な
親
し
み
と
尊
敬
の
気
持
ち

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
彼
を
通

じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
当
の
希
望

と
愛
が
さ
ら
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

　
ニ
コ
ラ
イ
は
も
ち
ろ
ん
信
仰
の
人

で
し
た
。
し
か
し
無
宗
教
の
人
に
も

必
要
な
事
実
が
教
え
ら
れ
ま
す
。
活

動
力
と
謙
遜
の
大
切
さ
。
そ
し
て
国

と
国
の
繋
が
り
の
重
要
さ
。
今
年
は

ニ
コ
ラ
イ
来
函
１
５
０
周
年
で
す
。

皆
様
も
ど
う
ぞ
こ
の
特
別
な
人
の
心

と
ぜ
ひ
出
会
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
釧
路
生
ま
れ
の
釧

路
育
ち
。
気
付
く
と

既
に
人
生
の
半
分
以

上
を
函
館
で
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
　
　

　
暖
か
い
地
元
の
方
々

の
人
柄
に
触
れ
す
っ

か
り
函
館
の
虜
で
す
。

何
か
自
分
で
も
恩
返

し
が
出
来
な
い
だ
ろ

う
か
？
と
い
う
気
持

ち
で
厨
房
器
材
・
住

設
備
・
機
械
修
理
の

助
っ
人
「
サ
ン
テ
ク

ニ
カ
函
館
」
を
立
ち

上
げ
運
営
し
て
い
ま

す
。
子
供
時
代
、
父

親
の
時
計
や
ス
テ
レ

オ
他
を
片
っ
端
か
ら

分
解
し
て
は
好
奇
心
を
満
た
し
て
い

ま
し
た
（
そ
の
都
度
た
ん
こ
ぶ
が
増

え
て
行
っ
た
わ
け
で
す
が
…
）
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
（
？
）
、
一
般
的
な

機
械
の
構
造
を
感
覚
的
に
把
握
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。
道
立
学
校
の
実
習
助
手
を

振
り
出
し
に
多
業
種
の
お
仕
事
を
経

て
、
学
生
時
代
に
は
考
え
て
も
み
な

か
っ
た
起
業
を
昨
年
７
月
に
果
た
し
、

現
在
は
両
手
に
工
具
を
持
ち
猛
勉
強

の
最
中
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
々
、
様
々
な
現
場
で
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
話
で

す
が
「
ま
だ
ま
だ
使
え
る
、
直
せ
る

機
械
が
身
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
あ

る
」
こ
れ
を
実
感
し
ま
す
。
”
真
の

寿
命
“
を
迎
え
、
使
命
を
果
た
し
て

買
い
替
え
に
な
る
機
械
は
、
実
は
そ

う
多
く
な
い
と
感
じ
ま
す
。
使
う
側

の
工
夫
や
ち
ょ
っ
と
し
た
整
備
で
生

き
返
る
可
能
性
の
あ
る
機
器
を
見
る

に
つ
け
、
私
な
り
に
色
々
と
感
じ
る

日
々
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
ギ
タ
ー

を
弾
い
て
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
ま

す
（
バ
ン
ド
「
唄
屋
」
他
）
。
様
々

な
楽
器
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
道
具
と
し
て

の
「
機
械
」
で
は
な
く
、
使
い
手
の

思
念
に
呼
応
す
る
も
の
だ
な
、
と
感

じ
ま
す
。
心
の
な
い
時
代
と
言
わ
れ

る
昨
今
、
一
見
無
機
質
な
道
具
や
機

械
が
何
か
を
教
え
て
く
れ
る
事
が
あ

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
　
　
　

　
次
回
は
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
タ
ー
・
小
森
谷
多
絵
子
さ
ん
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。
　
　



　 
            

■
社
会
学
級
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
講

　
演
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
縄
文
ロ
マ
ン
”
か
っ
く
う
“
の
世

　
界
〜
縄
文
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の

　
オ
ー
プ
ン
に
寄
せ
て
〜
　
　
　
　

　 
      

講
師
　
福
田
裕
二
（
教
育
委
員
会
文

　
　
　
化
財
課
）
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１４
日
�
午
後
１
時
３０
分

会
場
　
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
　
　
　

対
象
　
社
会
学
級
生
及
び
一
般
市
民

※
入
場
無
料
。
直
接
会
場
に
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。
学
級
生
に
よ
る
作
品

　
展
や
音
楽
発
表
会
も
行
わ
れ
ま
す

　
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　

■
社
会
学
級
生
の
募
集
　
　
　
　
　

　
社
会
学
級
で
は
、
教
養
を
高
め
る

各
種
講
座
と
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ク

ラ
ブ
活
動
を
学
級
生
が
自
ら
企
画
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
２０
代
か
ら
８０
代
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
の
学
級
生
が
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
内
の
小
・
中
学
校
　
　
　

対
象
　
主
と
し
て
開
設
学
校
の
校
区

　
　
　
居
住
す
る
成
人
　
　
　
　
　

■
公
の
施
設
利
用
者
証
　
　
　
　
　

　
市
民
で
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
、
６５
歳
以
上

の
方
は
、
施
設
利
用
者
証
を
申
請
す

る
と
使
用
料
の
特
例
（
障
が
い
の
あ

る
方
は
無
料
、
６５
歳
以
上
の
方
は
半

額
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１０
月
１
日
�
オ
ー
プ
ン
の
函
館
市
縄

文
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
問
合
せ
は
生
涯
学
習
課
ま

で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
９
月
ま
な
び
っ
と
体
験
講
座
　
　

　
陶
芸
「
ど
ん
ぐ
り
の
お
皿
づ
く
り
」

日
時
　
９
月
１８
日
�
午
後
１
時
　
　

会
場
　
函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く

　
　
　
り
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　

材
料
費
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
〜
一
般
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
・
低
学
年
は

　
　
　
保
護
者
同
伴
）
　
　
　
　
　

申
込
み
　
９
月
１５
日
�
ま
で
地
域
交

　
　
　
　
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
へ
�
２２ 
¦
９
７
０
０
　
　

　 
 

■
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
（
第
２
期
）

日
時
　
９
月
２８
日
�
・
２９
日
�
　
　

　
　
　
１０
月
５
日
�
・
６
日
�
　
　

　
　
　
（
全
４
回
）
午
後
１
時
３０
分

会
場
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
雲
ビ
ル
　
　
　
　

教
材
費
　
１
６
５
９
円
　
　
　
　
　

対
象
　
一
般
市
民
お
よ
び
市
内
在
勤

　
　
　
の
方
（
初
め
て
の
方
）
　
　

定
員
　
１０
名（
定
員
超
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、住
所
、氏

名
（
ふ
り
が
な
）
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
函
館
市
公
民
館
〒
０
４
０
¦

０
０
４
４
青
柳
町
１２
　
１７
へ
郵
送
９

月
１２
日
�
消
印
有
効
。
１４
日
�
の
午

後
２
時
よ
り
函
館
市
公
民
館
に
て
公

開
抽
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

■
初
歩
の
紙
粘
土
細
工
教
室
　
　
　

日
時
　
９
月
２１
日
〜
１２
月
２１
日
　
　

　
　
　（
全
水
曜
日
１３
回
）午
前
１０
時

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

対
象
　
一
般
市
民
お
よ
び
市
内
在
勤

　
　
　
の
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
先
着
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
９
月
６
日
�
〜
１１
日
�
　

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０

　
　
　
　
分
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

 

■
秋
だ
ぁ
！
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
祭
り
！

　
お
泊
ま
り
会
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
１
日
�
午
後
１
時
３０
分

　
　
　
〜
２
日
�
　
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
３
０
０
０
円
程
度
　
　
　

対
象
　
小
中
学
生
５０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
９
月
２１
日
�
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
２９
日
�
ま
で
電
話
で
　
　

　 
 

■
子
ど
も
放
送
局
　
　
　
　
　
　
　

①
走
れ
！
ゴ
ー
ゴ
ー
☆
お
り
が
み
で

　
「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
カ
ー
」
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１０
日
�
午
前
１０
時
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
２５
名
（
申
込
順
）
　

②
科
学
博
士
に
な
っ
て
み
よ
う
！
　

　
大
道
仮
説
実
験
「
し
ゅ
ぽ
し
ゅ
ぽ
」

日
時
　
９
月
２４
日
�
午
前
１０
時
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
中
学
生
２５
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
９
月
２
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

■
マ
マ
が
主
役
の
親
子
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

日
時
　
９
月
２８
日
�
午
後
１
時
　
　

受
講
料
　
２
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
未
就
園
児
と
母
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
組
２０
名
（
申
込
順
）
　
　

持
ち
物
　
運
動
靴
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

　
　
　
　
飲
料
水
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
９
月
３
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

■
お
気
軽
体
操
ス
ト
レ
ッ
チ
　
　
　

日
時
　
１０
月
７
日
�
〜
平
成
２４
年
３

　
　
　
月
１６
日
�
全
１２
回（
月
２
回
）

　
　
　
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　

受
講
料
　
２
４
０
０
円
（
全
１２
回
分
）

対
象
　
１８
歳
以
上
４０
名
（
申
込
順
）

持
ち
物
　
運
動
靴
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
飲

　
　
　
　
料
水
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

申
込
み
　
９
月
９
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　 
 

■
美
し
い
く
び
れ
を
手
に
入
れ
る
　

　
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
９
月
教
室
　
　
　

日
時
　
９
月
６
・
１３
・
２０
・
２７
日
�

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
　
　
　
　
　

受
講
料
　
各
回
８
０
０
円
　
　
　
　

対
象
　
一
般
市
民
１５
名
　
　
　
　
　

申
込
み
　
電
話
受
付（
水
曜
を
除
く
）

※
講
座
託
児
有
り
（
要
予
約
・
別
途

　
料
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　 ■
小
中
学
生
の
た
め
の
生
命
科
学
教

　
室
「
イ
ク
ラ
が
先
か
サ
ケ
が
先
か｣

日
時
　
１０
月
１６
日
�
午
前
９
時
　
　

参
加
料
　
無
料
（
昼
食
持
参
）
　
　

対
象
　
小
中
学
生
２０
名
（
先
着
順
）

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴

申
込
み
　
１０
月
７
日
�
ま
で
電
話
・

　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
付
　
　
　

E
-m
ail:kenkyo@
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■
放
送
大
学
函
館
学
習
室
の
ご
案
内

　
放
送
大
学
は
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
放
送
に

よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
函
館
大
学
図
書
館
内
に
あ
る
放

送
大
学
函
館
学
習
室
で
は
、
放
送
大

学
の
授
業
を
視
聴
し
た
り
、
ビ
デ
オ
・

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
等
の
教
材
の
再
視

聴
が
で
き
ま
す
。
放
送
大
学
生
以
外

の
一
般
の
方
も
無
料
で
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
所
日
　
火
曜
日
〜
日
曜
日
（
祝
日
、

　
　
　
　
年
末
年
始
を
除
く
。
）
　

開
所
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
８
時

教
材
等
　
１
４
３
科
目
再
視
聴
可
　

　 
 

■
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　

※
館
内
整
理
日
の
た
め
　
　
　
　
　

　
中
央
図
書
館
　
　
９
月
２９
日
�
　

　
地
区
図
書
室
等
　
９
月
３０
日
�
　

※
特
別
整
理
期
間
の
た
め
　
　
　
　

　
千
歳
・
湯
川
図
書
室
　
　
　
　
　

　
９
月
２６
日
�
〜
１０
月
３
日
�
　
　

　
桔
梗
配
本
所
　
　
　
　
　
　
　
　

　
９
月
２５
日
�
〜
１０
月
２
日
�
　
　 

　 
 

■
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　

　
展
示
替
え
等
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
休
館
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
９
月
１３
日
�
・
１４
日
�
・
２０
日
�

　
９
月
２６
日
�
〜
１０
月
１７
日
�
　
　

　 



　
来
月
９
月
９
日
か
ら
約
１
ヶ
月
半

を
掛
け
て
世
界
Ｎ
Ｏ
１
を
決
め
る
熱

き
戦
い
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
Ｃ
・
夏
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
で
世
界
３
番

目
に
な
る
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
観
客
動
員
２
２
５
万
人
、

Ｔ
Ｖ
視
聴
者
世
界
４２
億
人
と
言
わ
れ
、

１
９
８
７
年
５
月
に
第
１
回
大
会
が

Ｎ
Ｚ
／
豪
州
共
同
開
催
さ
れ
て
か
ら

今
回
で
７
回
目
で
す
。
２
０
１
９
年

に
は
ア
ジ
ア
で
は
初
開
催
と
な
る
我

が
日
本
で
開
催
が
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
は
過
去
７
回
全
て
に
出
場

し
て
い
ま
す
が
残
念
な
が
ら
予
選
リ

ー
グ
で
敗
退
し
て
い
ま
す
。
野
球
の

Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
Ｃ
ベ
ス

ト
１６
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
優
勝
な

ど
、
同
じ
球
技
で
の
素
晴
ら
し
い
活

躍
に
是
非
と
も
続
い
て
貰
い
た
い
と

熱
望
し
て
い
ま
す
。
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
は
基
よ
り
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
、
侍

ブ
ル
ー
の
決
し
て
諦
め
な
い
姿
勢
に

勇
気
と
希
望
そ
し
て
感
動
を
与
え
て

貰
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
の
は
私
だ

け
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
全
て
が
良
い
ゲ
ー
ム
や
勝

っ
て
き
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予

選
で
負
け
た
り
、
先
取
点
を
取
ら
れ

た
り
し
た
こ
と
の
反
省
、
教
訓
が
非

常
に
良
く
生
か
さ
れ
て
い
た
結
果
に

ス
タ
ッ
フ
一
同
の
姿
勢
が
長
け
て
い

た
と
感
じ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
Ｗ
Ｃ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が

人
々
に
与
え
る
も
の
と
は
一
体
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
超

人
的
な
パ
ワ
ー
や
目
に
も
止
ま
ら
ぬ

ス
ピ
ー
ド
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
と
洗
練
さ
れ
た
戦
術
。
一
瞬
も

目
が
離
せ
な
い
攻
防
の
連
続
と
意
外

性
。
ノ
ー
サ
イ
ド
の
瞬
間
ま
で
仲
間

を
信
じ
、
勝
利
を
信
じ
、
そ
し
て
自

分
を
信
じ
て
戦
う
底
知
れ
ぬ
精
神
。

そ
し
て
な
に
よ
り
大
切
な
楽
し
さ
な

の
で
し
ょ
う
か
？
「
ラ
グ
ビ
ー
は
少

年
を
最
も
早
く
大
人
に
豹
変
さ
せ
、

大
人
に
永
遠
に
少
年
の
魂
を
抱
か
せ

る
。
私
が
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
学
ん
だ
こ

と
は
、
人
を
制
圧
す
る
こ
と
で
な
く
、

人
と
共
に
生
き
る
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、

ラ
グ
ビ
ー
は
素
晴
ら
し
い
」
元
フ
ラ

ン
ス
代
表
の
名
キ
ャ
プ
テ
ン
、
ジ
ャ

ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
リ
ブ
の
名
言
で
す
。

私
も
子
ど
も
達
に
は
「
皆
は
可
能
性

の
塊
で
あ
る
」
と
良
く
言
い
ま
す
。

不
可
能
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
信
じ
る
と
い
う
力
を
与
え

て
く
れ
る
。
不
屈
の
自
信
と
挑
戦
す

る
気
持
ち
が
芽
生
え
る
。
そ
ん
な
目

に
は
見
え
な
い
心
の
底
に
あ
る
何
か

を
芽
生
え
与
え
て
く
れ
る
効
果
が
ス

ポ
ー
ツ
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
手
前
味
噌
で
す
が
全
て
の
ス
ポ

ー
ツ
競
技
の
魅
力
が
こ
の
競
技
に
は

備
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
貰
う
き
っ
か
け
が
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

Ｃ
で
あ
れ
ば
最
高
に
幸
せ
で
あ
る
と

思
い
つ
つ
最
終
回
の
原
稿
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
半
年
に
わ
た
り
読
ん
で

頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
昭
和
３０
年
函
館
市
生
ま
れ
。
国
士
舘

大
学
体
育
学
部
卒
業
。
国
士
舘
大
学
体

育
学
部
研
究
助
手
。
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
公
認
Ａ
級
レ
フ
リ
ー

取
得
。（
第
２
回
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
７
人

制
大
会
「
香
港
」
日
本
代
表
レ
フ
リ
ー

と
し
て
参
加
）（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
ム
大

会
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
ア
メ
リ
カ

対
香
港
テ
ス
ト
マ
ッ
チ
レ
フ
リ
ー
）
日

本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
審
判

委
員
会
レ
フ
リ
ー
コ
ー
チ
。
　
　
　
　

　
　 

　 
            

○
Ｓ
Ｂ
ち
び
っ
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　

日
程
　
９
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　

○
函
館
支
部
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

日
程
　
９
月
９
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
２９
回
北
海
道
中
学
駅
伝
道
南
予

　
選
会
第
３３
回
道
新
杯
秋
季
道
南
小

　
学
校
陸
上
競
技
大
会
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１０
日
�
・
１１
日
�
　
　

○
第
３
回
小
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１７
日
�
　
　
　
　
　
　

○
２
０
１
１
函
館
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　

　 　 ○
第
１
回
西
部
地
区
弓
道
講
習
会（
中

　
学
・
高
校
）
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
３
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
２
回
西
部
地
区
弓
道
講
習
会（
中

　
学
・
高
校
）
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１０
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
３
回
西
部
地
区
弓
道
講
習
会（
大

　
学
・
一
般
）
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１１
日
�
　
　
　
　
　
　

○
高
体
連
新
人
戦
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１５
日
�
・
１６
日
�
　
　

会
場
　
厚
沢
部
　
　
　
　
　
　
　
　

○
北
海
道
連
合
審
査
、
第
２
回
西
部

　
地
区
地
方
審
査
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１８
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
４１
回
道
南
選
手
権
大
会（
一
般
・

　
大
学
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
厚
沢
部
　 

  〈
テ
ニ
ス
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
市
民
Ｂ
・
Ｃ
級
ダ
ブ
ル
ス
大
会
　

日
程
　
９
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　

○
選
抜
テ
ニ
ス
大
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
７
日
�
〜
９
日
�
　
　

○
村
岡
杯
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会

日
程
　
９
月
１１
日
�
　
　
　
　
　
　

○
秋
季
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
大
会
　

日
程
　
９
月
２１
日
�
　
　
　
　
　
　

○
秋
季
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
　
　
　
　

日
程
　
９
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　

〈
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
〉
　
　
　
　
　
　

○
テ
ニ
ス
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１
日
�
・
６
日
�
・
８
日

　
　
　
�
・
１３
日
�
・
１５
日
�
・
２０
日

　
　
　
�
・
２２
日
�
・
２７
日
�
・
２９
日

　
　
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
中
学
新
人
研
修
大
会
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１７
日
�
・
１８
日
�
　
　

○
秋
季
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
　
　
　
　

日
程
　
９
月
２２
日
�
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
北
海
道
学
生
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦

日
程
　
９
月
３
日
�
・
４
日
�
　
　

○
第
４６
回
秋
季
函
館
支
部
高
校
軟
式

　
野
球
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
６
日
�
・
７
日
�
　
　

○
第
６４
回
秋
季
北
海
道
高
校
野
球
大

　
会
函
館
支
部
予
選
　
　
　
　
　
　

　



　 
                         

　
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　

　
全
国
大
会
に
出
場
す
る
意
気
込
み

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
ベ
ス
ト
記
録
を
狙
い
ま
す
。
　
　

　
い
つ
か
ら
水
泳
を
始
め
ま
し
た
か
？

　
４
歳
の
時
か
ら
で
す
。
　
　
　
　

　
水
泳
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
何

で
し
た
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
兄
と
姉
が
水
泳
を
し
て
い
て
、
両

親
に
す
す
め
ら
れ
て
始
め
ま
し
た
。

　
自
分
の
一
番
の
持
ち
味
は
、
何
だ

と
思
い
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　

　
追
い
上
げ
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
練
習
は
ど
の
く
ら
い
し
ま
す
か
？

　
休
み
の
日
（
日
曜
日
）
以
外
は
、

毎
日
、
１
時
間
半
は
泳
い
で
い
ま
す
。

　
練
習
は
辛
く
な
い
で
す
か
？
　
　

　
あ
り
ま
す
。
楽
を
す
る
と
そ
の
反

動
が
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
水
泳
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
５０
ｍ
だ
っ
た
ら
、
０
・
１
秒
の
世

界
の
克
服
に
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
水
泳
を
す
る
上
で
、
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　
泳
ぐ
だ
け
で
な
く
、
身
体
づ
く
り

も
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　

　
地
元
大
会
と
全
国
大
会
で
、
何
か

違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
　
　

　
以
前
に
出
た
大
会
で
感
じ
た
の
は
、

速
い
人
の
人
数
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
泳
ぎ
や
す
い
プ
ー
ル
と
苦
手
な
プ

ー
ル
が
あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　

　
泳
ぎ
や
す
い
と
い
う
よ
り
、
短
く

感
じ
る
の
と
、
長
く
感
じ
る
プ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
、
一
番
関
心
の
あ
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？
　
　
　
　
　

　
格
闘
技
で
す
。
（
父
親
が
合
気
道

を
し
て
い
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　

　
将
来
は
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　
ま
だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
　
　
　

　
目
標
と
す
る
選
手
は
ど
な
た
で
す

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
特
に
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
　
　
　

　
尊
敬
す
る
人
は
、
ど
な
た
で
す
か
？

　
父
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
縁
起
を
担
ぎ
ま
す
か
？
　
　
　
　

　
縁
起
と
言
う
よ
り
、
ス
タ
ー
タ
ー

の
笛
の
コ
ー
ル
が
あ
っ
た
ら
、
タ
ー

ン
す
る
側
の
台
を
見
ま
す
。
　
　
　

　
好
き
な
言
葉
は
、
何
で
す
か
？
　

　
「
心
・
技
・
体
」
で
す
。
　
　
　

　
家
族
は
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
す
か
？

　
父
は
合
気
道
、
兄
が
野
球
、
姉
が

水
泳
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
？

　
今
回
の
全
国
大
会
で
は
予
選
突
破

で
、
高
校
へ
入
っ
た
ら
１
年
生
で
全

道
ベ
ス
ト
８
に
入
る
こ
と
で
す
。
　

　
水
泳
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
自
分

の
生
活
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
体
力
が
付
き
ま
し
た
。
そ
し
て
筋

力
が
付
い
た
の
で
荷
物
を
持
っ
て
あ

げ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
水
泳
を
し
て
い
て
、
周
囲
の
人
に

対
す
る
思
い
が
あ
り
ま
す
か
？
　
　

　
水
泳
を
さ
せ
て
く
れ
る
両
親
、
大

会
に
出
場
さ
せ
て
く
れ
る
先
生
方
、

指
導
し
て
く
れ
る
コ
ー
チ
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
是

非
、
ベ
ス
ト
記
録
を
更
新
し
て
く
だ

さ
い
！
（
こ
の
記
事
は
、
８
月
９
日

に
取
材
し
ま
し
た
） 

日
程
　
９
月
１１
日
�
〜
１８
日
�
　
　

○
第
２２
回
秋
季
北
海
道
高
校
軟
式
野

　
球
大
会
函
館
支
部
予
選
　
　
　
　

日
程
　
９
月
２６
日
�
〜
２９
日
�
　
　

　 
 

○
函
館
地
区
カ
ブ
ス
Ｕ
ー
１４
　
　
　

日
程
　
９
月
３
日
�
・
１０
日
�
・
　

　
　
　
２３
日
�
・
２４
日
�
　
　
　
　

○
学
生
リ
ー
グ
（
２
部
）
　
　
　
　

日
程
　
９
月
３
日
�
・
１７
日
�
　
　

○
函
館
社
会
人
リ
ー
グ
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
４
日
�
・
１１
日
�
・
　

　
　
　
２５
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

○
学
生
リ
ー
グ
（
３
部
）
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１０
日
�
・
２４
日
�
　
　

○
函
館
リ
ー
グ
・
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
リ

　
ー
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１１
日
�
　
　
　
　
　
　

○
高
校
新
人
戦
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１７
日
�
〜
２０
日
�
　
　

○
北
海
道
リ
ー
グ
　
　
　
　
　
　
　

　
日
程
　
９
月
１８
日
�
・
２５
日
�
　

　
　
　
　
　
　 

 

○
７０
ｍ
ラ
ウ
ン
ド
大
会
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１８
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
根
崎
公
園
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

○
函
館
選
手
権
大
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
根
崎
公
園
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

　 
 

○
第
３１
回
道
新
カ
ッ
プ
北
海
道
小
学

　
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
函
館
地
区

　
予
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１７
日
�
・
１８
日
�
　
　

会
場
　
遺
愛
女
子
高
校
　
　
　
　
　

　 
 

○
一
般
リ
ー
グ
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
４
日
�
・
１１
日
�
・
　

　
　
　
２５
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
内
小
中
学
校
体
育
館
他
　

○
高
校
秋
季
大
会
兼
選
抜
大
会
　
　

日
程
　
９
月
１７
日
�
〜
１９
日
�
　
　

会
場
　
ラ
・
サ
ー
ル
高
、
西
高
校
他

　
　
　
　 

 

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会
　
　
　
　

日
程
　
９
月
２３
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
石
崎
小
学
校
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
北
斗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
大
会
　

日
程
　
９
月
１０
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
す
ず
ら
ん
の
丘
Ｐ
Ｇ
場
　
　

○
桔
梗
造
園
杯
Ｐ
Ｇ
大
会
　
　
　
　

日
程
　
９
月
１３
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
す
ず
ら
ん
の
丘
Ｐ
Ｇ
場
　
　

○
ゼ
ビ
オ
カ
ッ
プ
Ｐ
Ｇ
大
会
　
　
　

日
程
　
９
月
２３
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
陣
川
Ｐ
Ｇ
場
　
　
　
　
　
　

○
函
館
市
民
ペ
ア
大
会
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
白
石
公
園
Ｐ
Ｇ
場
　
　
　
　

○
「
初
心
者
弓
道
教
室
募
集
」
　
　

　
弓
道
は
、
老
若
男
女
い
つ
か
ら
で

も
、
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
武
道

で
す
。
弓
道
一
式
用
意
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

期
間
　
１０
月
１３
日
〜
１２
月
２６
日
の
月

　
　
　
曜
日
と
木
曜
日
　
　
　
　
　

　
　
　
昼
の
部
　
午
前
１０
時
　
　
　

　
　
　
夜
の
部
　
午
後
６
時
３０
分
　

受
講
料
　
月
額
２
０
０
０
円
（
保
険

　
　
　
　
料
・
道
場
使
用
料
は
別
途
）

締
切
　
９
月
３０
日
各
コ
ー
ス
先
着
１５
名

問
合
せ
　
�
５３
¦
４
３
２
２
　
　
　

　
　
　
　
（
千
代
台
公
園
弓
道
場
）

　
　
　 





         

  ■
第
２２
回
函
館
市
民
プ
ー
ル
ま
つ
り

　
当
日
は
全
館
無
料
開
放
！！
　
　
　

　
 

          日
時
　
９
月
４
日
�
午
前
９
時
４５
分

◎
プ
ー
ル
ま
つ
り
水
中
ゲ
ー
ム
　
　

定
員
　
大
人
７０
名
・
子
供
１
４
０
名

　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。）

保
険
料
　
１
名
５０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
　
８
月
６
日
�
〜
９
月
４
日
� 

◎
無
料
体
験
教
室
　
　
　
　
　
　
　

○
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
水
泳
教
室
　

時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分
　
　

○
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室
　
　
　
　

時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
　
　

○
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
　
　
　

時
間
　
午
後
２
時
〜
２
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
無
料
（
但
し
、
保
険
料
５０

　
　
　
　
円
徴
収
し
ま
す
。
）
　
　

定
員
　
各
５０
名
（
定
員
に
な
り
次
第

　
　
　
締
切
。
）
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
８
月
６
日
�
〜
９
月
２
日
� 

　 ◎
第
１
回
少
年
少
女
４
泳
法
マ
ス
タ

　
ー
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
１８
日
�
〜
１１
月
２７
日
�

　
　
　
の
日
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
４５
分

受
講
料
　
２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
小
学
校
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
８
月
２１
日
�
〜
９
月
１１
日
�

◎
第
５
回
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
水
泳
教
室

日
時
　
９
月
２６
日
�
〜
１１
月
７
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
９
月
５
日
�
〜
９
月
２２
日
�

◎
第
５
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
（
昼
の
部
・
夜
の
部
）
　
　
　
　

日
時
　
９
月
２６
日
�
〜
１１
月
７
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
昼
の
部
　
１２
時
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
１
時
１５
分

　
　
　
夜
の
部
　
午
後
６
時
３０
分
　

　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
７
時
４５
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
昼
の
部
５０
名
（
申
込
順
）
　

　
　
　
夜
の
部
２０
名
（
申
込
順
）
　

申
込
み
　
９
月
５
日
�
〜
９
月
２２
日
�

◎
第
３
回
ロ
ン
グ
５０
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

日
時
　
９
月
２６
日
�
〜
１２
月
１９
日
�

　
　
　
の
月
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
１５
分
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
８
月
２２
日
�
〜
９
月
１２
日
�

◎
第
５
回
パ
ワ
フ
ル
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
９
月
２７
日
�
〜
１１
月
１
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
５０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
９
月
６
日
�
〜
９
月
２０
日
�

◎
第
５
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室
　

日
時
　
９
月
２７
日
�
〜
１１
月
１
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
５
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
３０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
９
月
６
日
�
〜
９
月
２０
日
�

◎
第
５
回
市
民
水
泳
教
室
　
　
　
　

　
（
午
前
の
部
・
午
後
の
部
）
　
　

日
時
　
９
月
２７
日
�
〜
１１
月
１
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
の
部
　
午
前
１０
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
１２
時
　
　
　

　
　
　
午
後
の
部
　
午
後
６
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
８
時
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
午
前
の
部
３０
名
（
申
込
順
）

　
　
　
午
後
の
部
２０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
９
月
６
日
�
〜
９
月
２０
日
�

◎
第
５
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
マ
ス
タ

　
ー
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
２８
日
�
〜
１１
月
７
日
�

　
　
　
の
月
・
水
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
９
月
１２
日
�
〜
９
月
２６
日
�

◎
第
３
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
ナ
イ
ト

　
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
２８
日
�
〜
１２
月
１４
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
１０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
８
月
３１
日
�
〜
９
月
２１
日
�

◎
第
２
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
ロ
ン
グ
教
室

日
時
　
９
月
２８
日
�
〜
３
月
２１
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
２０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
８
時
〜
８
時
４０
分
　
　

受
講
料
　
９
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
４０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
８
月
３１
日
�
〜
９
月
２１
日
�

◎
第
３
回
バ
ラ
エ
テ
ィ
コ
ー
ス
　
　

日
時
　
９
月
３０
日
�
〜
１２
月
２
日
�

　
　
　
の
金
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
１０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
８
月
１９
日
�
〜
９
月
９
日
�

◎
第
３
回
専
科
コ
ー
ス
　
　
　
　
　

　
（
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
　
　

日
時
　
１０
月
１
日
�
〜
１２
月
３
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
８
月
２７
日
�
〜
９
月
２４
日
�

◎
第
３
回
サ
タ
デ
ィ
ナ
イ
ト
コ
ー
ス

日
時
　
１０
月
１
日
�
〜
１２
月
３
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
７
時
３０
分
〜
８
時
４０
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
８
月
２７
日
�
〜
９
月
２４
日
�

◎
第
３
回
サ
ン
デ
ィ
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
１０
月
１６
日
�
〜
１２
月
１８
日
�

　
　
　
の
日
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
８
月
２８
日
�
〜
１０
月
９
日
�

※
お
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
で
き

　
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
対
象
年
齢
は
少
年
少
女
４
泳
法
マ

　
ス
タ
ー
コ
ー
ス
以
外
満
１８
歳
以
上

　
で
す
。
　
　
　
 

           ◎
古
賀
稔
彦
柔
道
教
室
　
　
　
　
　

　
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
、
現
在
、
自
ら
道
場
を
持
ち
子
ど

も
た
ち
に
柔
道
の
指
導
を
し
な
が
ら

後
輩
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
古
賀

稔
彦
の
柔
道
教
室
。
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
１
日
�
午
後
１
時
　
　

対
象
　
小
・
中
・
高
生
　
　
　
　
　

定
員
　
４
０
０
名
　
　
　
　
　
　
　

※
観
覧
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
平
成
２３
年
度
「
益
田
喜
頓
賞
」
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
財
団
で
は
函
館
の
舞
台
芸
術
分

野
に
お
い
て
優
れ
た
公
演
を
「
益
田

喜
頓
賞
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
平
成
２３
年
度
「
益
田

喜
頓
賞
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
審
査

の
結
果
、
該
当
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
編
集
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

○
函
館
西
高
等
学
校
石
井
勝
先
生
に

よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ラ
ム
」
は
、
今

回
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。
６

回
に
わ
た
っ
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま

し
た
先
生
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
号
か
ら
は
北
海
道
教
育
大
学
名

誉
教
授
米
谷
元
捷
（
も
と
か
つ
）
先

生
の
連
載
が
始
ま
り
ま
す
。
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